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～市立浦田小学校閉校式～～市立浦田小学校閉校式～

ありがとう浦田小学校

137年の歴史に幕下ろす
ありがとう浦田小学校

137年の歴史に幕下ろす
ありがとう浦田小学校

137年の歴史に幕下ろす
ありがとう浦田小学校

137年の歴史に幕下ろす

　平成24年度を最後に閉校する市立浦田小学校（神成

寿寛校長、児童数21人）の閉校式並びに卒業式・修了

式が３月16日、同校で行われました。大勢の地域住民

や関係者の出席のもと、最後の卒業生５人が学び舎を

巣立つとともに、同校は137年の歴史に幕を下ろしま

した。（18 ～ 20頁に関連記事）



歳出

一般会計予算の内訳

一
般
会
計
予
算
額
は 

１
９
６
億
４
６
８
９
万
２
千
円

平
成
25
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
25
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

歳入のその他の内訳
使用料及び手数料

自動車取得税交付金

財産収入

地方特例交付金

寄附金

ゴルフ場利用税交付金

利子割交付金

交通安全対策特別交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

繰入金

繰越金

1億9738万9千円

4271万3千円

3068万7千円

704万5千円

2千円

585万9千円

559万6千円

517万4千円

276万3千円

85万3千円

3億5205万6千円

1千円

歳出のその他の内訳
議会費

労働費 

諸支出金

災害復旧費

予備費 

1億9990万7千円

1億1570万7千円

5059万2千円

3276万4千円

5000万円

　
平
成
25
年
度
予
算
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
す
る
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化

事
業
や
農
地
集
積
加
速
化
基
盤
整
備
事
業
の
ほ
か
、合
川
小
学
校
建
設
事
業
、そ

し
て
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
関
す
る
事
業
と
し
て
、
除
雪
車
両
の
購
入
や

屈
折
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
の
更
新
、
秋
田
県
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業
な
ど
の
一
部
新
規
事
業
も
計
上
し
て
い
ま
す
が
、４
月
に
市
長
選
挙
を
控
え

て
い
る
こ
と
か
ら
骨
格
予
算
を
念
頭
に
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、予
算
総
額
は
、参
議
院
議
員
通
常
選
挙
や
市
長
選
挙
、市
議
会
議
員
選

挙
等
の
選
挙
費
の
大
幅
増
等
に
よ
り
、前
年
度
比
0
・
5
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（単位：千円）

今
年
度
は
こ
う
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

平成25年度末各種基金残高見込額

残高見込額
44億541万3千円 
3億1109万6千円 
2166万2千円 
8万9千円 

2749万9千円 
413万3千円 

24億3568万円 
4億8787万円 

4億2552万4千円 
3億3403万3千円 
8658万4千円 
1718万円 

3633万2千円 
893万5千円 
3734万4千円 
1800万円 

1061万5千円 
86億6798万9千円

歳入項目の用語解説

国の租税から市に配分された税
市が徴収する税
事業等のための市の借入金
国・県から目的により負担金、補助
金、委託金として交付される支出金
基金、特別会計からの繰入金

地方交付税
市 税
市 債
国・県支出金

繰 入 金

歳出項目の用語解説

高齢者、障害者、児童福祉など福祉
全般の費用
市が事業のため借り入れたお金の返済金
学校、幼稚園、各種教育施設の整備
生涯学習、公民館などの費用
ゴミ処理、基本健診などの費用
職員、庁舎管理、選挙などの費用
道路等の建設費用
消防防災などの費用
農林業等の費用
商工業振興などの費用

民 生 費

公 債 費
教 育 費

衛 生 費
総 務 費
土 木 費
消 防 費
農林水産費
商 工 費

基金名称
財政調整基金
減債基金
まちづくり基金
地域福祉基金
中山間ふるさと水と土保全基金
森吉山環境保全管理基金
地域振興基金
土地開発基金
国民健康保険財政調整基金
介護保険財政調整基金
簡易水道事業減債基金
農業集落排水事業債償還基金
学校施設整備基金
高額療養費貸付基金
奨学金基金
介護給付費等貸付基金
特別導入事業基金

合　　計

歳入

その他
6億5013万8千円
（3.3%）

分担金及び負担金
3億8726万1千円
（2.0%）

地方譲与税
2億7060万8千円
（1.4%）

国庫支出金
16億2086万8千円
（8.2%）

市債
18億1400万円
（9.2%）

諸収入
5億7383万4千円
（2.9%）

県支出金
13億2464万6千円
（6.7%）

市税  
29億6122万

3千円
（15.1%）

地方交付税
96億

9698万円
（49.4%）

地方消費税交付金
3億4733万4千円
（1.8%）

衛生費
22億3488万3千円
（11.4%）

総務費
20億7070万3千円
（10.5%）

消防費
11億74万1千円
（5.6%）
土木費

17億2087万円
（8.8%）

農林水産業費
8億1074万6千円
（4.1%）

商工費
5億193万4千円
（2.5%）

その他
4億4897万円
（2.3%）

公債費 
26億1439万

3千円
（13.3%）

民生費  
56億6949万 

9千円 
  （28.9%）

教育費 
24億7415万

3千円
（12.6%）

◆水道事業会計、病院事業会計を除く。

国 民 健 康 保 険
国民健康保険合川診療所
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
簡 易 水 道
農 業 集 落 排 水 事 業
下 水 道 事 業
特定地域生活排水処理事業
後 期 高 齢 者 医 療
阿 仁 診 療 所
米 内 沢 診 療 所

19,646,892
4,297,759
212,378
5,119,571
128,776
724,228
377,464
1,607,923
24,782
427,500
228,307
220,234
1,004
2,915
4,958

2
852

11,776
10,246
7,792
4,152

13,412,619
33,059,511

19,542,207
4,201,857
232,689
5,097,057
131,727
1,018,432
400,749
1,553,051
24,577
437,629
234,357
232,696
1,456
2,915
12,952

2
1,512
38,849
16,395
11,823
4,045

13,654,770
33,196,977

坊 沢
綴 子
　 栄 　
沢 口
七 日 市
米 内 沢
前 田
阿 仁 合
大 阿 仁

0.5
2.3

△　8.7
0.4

△　2.2
△ 28.9
△　5.8
3.5
0.8

△　2.3
△　2.6
△　5.4
△ 31.0
0.0

△ 61.7
0.0

△ 43.7
△ 69.7
△ 37.5
△ 34.1
2.6

△　1.8
△　0.4

一 般 会 計

特　
　
　
別　
　
　
会　
　
　
計

財　
　
　
産　
　
　
区

区 　 分 25年度予算額 24年度予算額

特 別 会 計 合 計

増減率％

23,503,983
4,383,703
231,347
5,262,735
131,727
938,626
397,809
1,510,448
24,577
437,629
228,596
227,049
1,536
2,915
13,536

2
1,512
38,564
49,984
13,241
4,045

13,899,581
37,403,564

当　初 当　初現　計 現　計

合 　 　 　 　 計

△ 16.4
△　2.0
△　8.2
△　2.7
△　2.2
△ 22.8
△　5.1
6.5
0.8

△　2.3
△　0.1
△　3.0
△ 34.6
0.0

△ 63.4
0.0

△ 43.7
△ 69.5
△ 79.5
△ 41.2
2.6

△　3.5
△ 11.6

一
般
会
計
予
算
額
は 

１
９
６
億
４
６
８
９
万
２
千
円

主 な 事 業（一般会計）
広報広聴費
国民文化祭開催事業
自治振興費
秋田内陸線観光アテンダント配置事業
生活バス路線運行維持事業
秋田内陸線運営事業
電算システム運用費
交通安全対策費
秋田県知事選挙費
市長選挙費
市議会議員補欠選挙費
参議院議員通常選挙費
市議会議員選挙費
社会福祉協議会補助金
国民健康保険特別会計繰出金
介護保険特別会計繰出金
介護サービス事業特別会計繰出金
障害者福祉費
福祉医療給付事業費
後期高齢者医療特別会計繰出金
児童措置費
児童福祉施設費
児童館費

生活保護費
保健事業費
予防費
母子保健事業費
北秋田市上小阿仁村生活環境施設組合負担金
浄化槽設置事業費
特定地域生活排水処理事業特別会計繰出金
塵芥処理費
北秋田市周辺衛生施設組合負担金
クリーンリサイクルセンター費
簡易水道特別会計繰出金
北秋田市民病院負担金
退職手当負担金（北秋田市上小阿仁村病院組合清算）
国民健康保険合川診療所特別会計繰出金
阿仁診療所特別会計繰出金
米内沢診療所特別会計繰出金
地域医療連携センター事業補助金
緊急雇用創出事業
中山間地域等直接支払交付金事業
あきたを元気に！農業夢プラン実現事業
農業法人経営発展支援事業
雇用を創出する農林漁業ビジネス支援事業
農地・水保全管理支払交付金事業

農業集落排水事業特別会計繰出金
農地集積加速化基盤整備事業
林道整備事業
企業誘致対策費
森吉山スキー場開発対策費
道路維持費
道路新設改良費
橋りょう新設改良費
下水道事業特別会計繰出金
屈折はしご付消防自動車購入事業
総合防災情報システム整備事業
外国青年招致事業
学童研修センター運営費
小学校費
中学校費
幼稚園費
公民館費
伊勢堂岱遺跡見学環境整備事業
図書館費
児童育成費（放課後児童クラブ等）
保健体育費
農林水産業施設災害復旧費
公共土木施設災害復旧費

16,508
21,515
66,213
10,988
71,853
159,352
103,594
13,728
22,837
24,388
23,253
33,964
64,865
37,500
224,291
759,230
110,349
860,110
269,947
141,133
917,834
621,651
22,521

674,928
74,624
69,878
27,319
75,782
20,740
16,414
86,210
110,783
253,132
168,174
559,049
300,000
22,907
52,131
73,196
16,891
64,005
21,999
24,163
24,927
19,440
34,801

192,333
58,100
16,814
17,408
15,134
625,709
142,827
142,039
597,216
115,454
34,034
22,019
12,298
898,593
216,205
21,602
123,751
165,151
22,959
73,821
458,238
21,556
11,208

単位：千円
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平
成
24
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

き
よ
じ

　
式
典
に
は
、
受
賞
者
及
び
関
係
者
な
ど

約
２
０
０
人
が
参
加
。
は
じ
め
に
、
長
き

に
わ
た
り
団
体
の
強
化
育
成
に
あ
た
ら
れ

た
吉
岡
清
治
さ
ん
、
小
塚
弘
さ
ん
、
福
田

幸
作
さ
ん
の
３
人
に
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た

ほ
か
、
各
選
手
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
成
田
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
功
労
賞
受

賞
の
皆
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
各
協
会
の

組
織
強
化
と
選
手
の
育
成
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特
別
栄
光
賞
、
栄
光
賞
、

奨
励
賞
受
賞
の
皆
さ
ん
は
日
本
を
代
表
す

る
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
、
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
、
シ
ニ
ア
の
各
年
齢
層
に
お
い

て
大
活
躍
し
、
北
秋
田
市
の
伝
統
に
大
き

な
１
ペ
ー
ジ
を
加
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

渾
身
の
努
力
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
ま

す
」
な
ど
と
受
賞
者
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◆
特
別
栄
光
賞
（
個
人
）

中
田
紫
乃
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
鷹
巣
南
中

学
校
）
＝
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
第
１
位
／
全
国
都
道

府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
秋
田

県
選
抜
メ
ン
バ
ー

鈴
木
祐
貴
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
鷹
巣
中
学

校
）
＝
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
第
３
位
／
全
国
都
道
府
県

対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
秋
田
県
選

抜
メ
ン
バ
ー

藤
岡
眞
也
（
陸
上
競
技
・
能
代
商
業
高

校
）
＝
日
本
ユ
ー
ス
陸
上
選
手
権
大
会
男

子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
第
１
位

櫻
井
和
巧
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
拓
殖
大
）
＝

ア
ジ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
カ
デ
・
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
選
手
権
大
会
男
子
フ
ル
ー
レ
第
３

位
・
団
体
第
３
位

◆
栄
光
賞
（
個
人
）

成
田
萌
（
陸
上
競
技
・
綴
子
小
学
校
）　

松
尾
淳
之
介
（
陸
上
競
技
・
鷹
巣
中
学

校
）　
三
上
優
香
（
同
）　
藤
田
正
由
加

（
同
）　
西
根
一
輝
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・

森
吉
中
学
校
）　
金
井
京
太
郎
（
同
）
佐

藤
葵
（
ス
キ
ー
・
阿
仁
中
学
校
）　
吉
田

椋
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
大
館
鳳
鳴
高
校
）

照
内
颯
（
陸
上
競
技
・
大
館
国
際
情
報
学

院
高
校
）　
大
関
匠
太
（
野
球
・
秋
田
商

業
高
校
）　

畠
山
光
大
（
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
雄
物
川
高
校
）　
長
岐
大
嗣
（
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
県
特
別
支
援
学
校
体
育

連
盟
）　
神
成
祐
樹
（
サ
ッ
カ
ー
・
県
特

別
支
援
学
校
体
育
連
盟
）　

笹
渕
文
也

（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
・
卓
球
協
会
）　

小
笠
原
昭
子
（
同
）　

佐
藤
大
星
（
ス

キ
ー
・
鷹
巣
中
学
校
）　

長
谷
川
海
斗

（
同
）　
藤
田
菜
々
瀬
（
ス
キ
ー
・
合
川

中
学
校
）　
鎌
田
偉
大
（
ス
キ
ー
・
阿
仁

中
学
校
）　
齋
藤
翔
太
（
ス
キ
ー
・
秋
田

北
鷹
高
校
）　
佐
藤
太
一
（
同
）　
中
嶋

愛
莉
（
同
）

◆
栄
光
賞
（
団
体
）

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部
（
男
子
駅
伝
）

松
尾
淳
之
介　
三
沢
悠
也　
佐
藤
大
星   

長
谷
川
海
斗　
高
橋
拓
也　
津
谷
拓
磨　

佐
藤
慎
太
郎　
三
澤
和
季　
畠
山
卓
士

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部
（
女
子
駅
伝
）

三
上
優
香　
村
上
史
帆　
畠
山
蛍　
三
沢

風
夏　
藤
田
正
由
加　
成
田
美
緒　
川
村

乙
綺　
仲
居
綾

鷹
巣
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

鈴
木
祐
貴　
津
谷
港　
畠
山
晶　
加
賀
大

輔　
鈴
木
恭
志
郎　
佐
藤
築　
成
田
大
河

成
田
基
武　
五
代
儀
莉
玖　
鈴
木
達
矢　

長
谷
川
謙
太　
佐
藤
俊

秋
田
北
鷹
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

長
岐
拓　
伊
藤
真　
高
木
洸
太　
簾
内
長

仁　
齊
藤
由
樹

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

庄
司
幸
太　
戸
澤
渓
太　
中
野
光
優　
渡

辺
翔
也　
渡
辺
浩
二　
桜
田
涼
祐　
渡
部

達
貴　
布
袋
屋
虎
太
朗

北
秋
田
市
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会

畠
山
辰
夫　
河
田
喜
与
志　
畠
山
イ
セ

鷹
巣
中
学
校
ス
キ
ー
部
（
男
子
リ
レ
ー
）

佐
藤
大
星　
長
谷
川
海
斗　
中
嶋
大
輝

亀
山
侑
斗

秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部（
男
子
リ
レ
ー
）

佐
藤
太
一　
髙
橋
幸
希　
戸
嶋
旭　
木
村

壮
志

秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部（
女
子
リ
レ
ー
）

中
嶋
愛
莉　
佐
藤
円
美　
石
上
沙
也
花

◆
奨
励
賞
（
個
人
）

佐
藤
武
揚
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
協
会
）　
長
崎
昇
子
（
同
）　
森
川
由

美
（
同
）　
西
根
拓
海
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・

米
内
沢
小
学
校
）　
佐
藤
大
晴
（
同
）　
柴

田
敏
（
相
撲
・
大
阿
仁
小
学
校
）　
畠
山

晶
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
鷹
巣
中
学
校
）　

佐
藤
築
（
同
）　
津
谷
拓
磨
（
陸
上
競
技
・

鷹
巣
中
学
校
）　
三
沢
悠
也
（
同
）　
高
橋

拓
也
（
同
）　
細
田
拓
哉
（
同
）　
畠
山
卓

士（
同
）　
村
上
史
帆（
同
）　
仲
居
綾（
同
）

茂
内
花
歩
（
同
）　
工
藤
美
幸
（
同
）　
小

坂
栞
（
同
）　
藤
田
菜
々
瀬
（
陸
上
競
技
・

合
川
中
学
校
）　
成
田
将
亮
（
同
）　
小
笠

原
明
士
（
柔
道
・
森
吉
中
学
校
）　
松
橋

悠
樹
（
陸
上
競
技
・
森
吉
中
学
校
）　
加

賀
谷
泰
人
（
陸
上
競
技
・
阿
仁
中
学
校
）

福
森
樹
（
同
）　
奥
山
香
菜
（
陸
上
競
技
・

秋
田
北
鷹
高
校
）　
藤
原
侑
平
（
同
）　
細

田
辰
巳
（
同
）　
大
髙
裕
貴
（
同
）　
畠
山

奈
桜
（
同
）　
藤
田
彩
花
（
同
）　
庄
司
幸

太
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
秋
田
北
鷹
高
校
）

桜
田
涼
祐
（
同
）　
渡
部
達
貴
（
同
）　
五

代
儀
圭
輝
（
野
球
・
大
館
鳳
鳴
高
校
）　

小
笠
原
翔
（
同
）　
成
田
広
大
（
同
）　
堀

内
遼
太
郎
（
同
）　
小
笠
原
大
将
（
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
大
館
鳳
鳴
高
校
）　
岩
谷
卓
明

（
同
）　
土
濃
塚
伸（
同
）　
後
藤
樹
紀（
同
）

清
水
弦
太
（
野
球
・
能
代
高
校
）　
三
沢

卓
（
同
）　
堀
部
亘
世
（
陸
上
競
技
・
大
館

国
際
情
報
学
院
高
校
）　
鈴
木
恭
介
（
同
）

土
佐
勇
作
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）

福
田
幸
作
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
・
卓
球

協
会
）　
村
上
勇
悦
（
同
）　
畠
山
洋
子

（
同
）　
安
部
秋
子（
同
）　
田
村
幸
子（
同
）

津
谷
妙
子
（
同
）　
会
田
恵
子
（
同
）　
河

田
美
由
紀
（
同
）　
小
川
原
富
子
（
陸
上

競
技
・
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

糸
井
春
雄
（
同
）　
大
塚
秀
一
（
同
）　
斉

藤
奈
奈
恵
（
同
）　
野
呂
博
昭
（
同
）　
加

藤
運
寿
（
同
）　
杣
沢
誠
（
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
・
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
）　
藤
嶋
志
朗
（
同
）　
石
山
和
也
（
同
）

土
濃
塚
世
奈
（
ス
キ
ー
・
合
川
中
学
校
）

戸
嶋
旭
（
ス
キ
ー
・
秋
田
北
鷹
高
校
）　

鈴
木
紗
月
（
同
）　
庄
司
将
史
（
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
・
秋
田
北
鷹
高
校
）　
田
中
大
貴

（
同
）　
成
田
金
正
（
ス
キ
ー
・
ス
キ
ー
連

盟
）　
出
川
吉
弘
（
同
）　
松
橋
肇
（
同
）

長
谷
川
正
一
（
同
）　
高
橋
冨
美
雄
（
同
）

　
◆
奨
励
賞
（
団
体
）

米
内
沢
小
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

近
藤
健　
西
根
拓
海　
北
林
朋
也　
近
藤

祐
太　
佐
藤
大
晴　
岩
間
大
輝

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部
（
女
子
駅
伝
）

畠
山
桜

鷹
巣
南
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

中
田
紫
乃　
渡
部
梨
颯　
間
嶋
希
帆　
佐

藤
麻
望　
近
藤
奈
　々
長
岐
澪　
鈴
木
ア

リ
サ　
佐
藤
瑶
希　
佐
藤
柚
花　
神
成
聖

奈　
成
田
菜
生　
藤
田
奈
菜
花

森
吉
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

西
根
一
輝　
金
井
京
太
郎　
庄
司
隆
之　

山
岡
将
太　
庄
司
健
太　
吉
田
翼　
佐
藤

龍
哉　
金
智
矢

森
吉
中
学
校
ス
キ
ー
部
（
女
子
リ
レ
ー
）

田
﨑
里
花
子　
田
﨑
愛　
平
川
優
花　
山

田
雅
子

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
弓
道
部

亀
山
航　
田
中
駿
太　
佐
藤
智
也　
庄
司

久
浩

秋
田
北
鷹
高
校
女
子
弓
道
部

工
藤
彩
香　
工
藤
愛
紗
実　
鈴
木
布
由
子

疋
田
未
唯

北
秋
田
市
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会

春
日
初
郎　
畠
山
辰
夫　
河
田
喜
与
志

各
ス
ポ
ー
ツ
の
功
績
者
を
た
た
え
る

◆
功
労
賞
（
個
人
）

吉
岡
清
治
（
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会
）
北
秋
田

市
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会
副
会
長
・
県
協
会
理

事
・
市
体
協
常
任
理
事
等
を
歴
任
し
、
ユ

ニ
カ
ー
ル
指
導
員
と
し
て
競
技
の
普
及
と

技
術
の
向
上
、
後
継
者
育
成
に
尽
力
。

小
塚
弘
（
野
球
協
会
）
永
年
に
わ
た
り
野

球
競
技
の
普
及
と
各
種
大
会
の
運
営
・
組

織
の
発
展
に
尽
力
。
野
球
協
会
理
事
４

年
・
鷹
巣
地
区
の
副
会
長
16
年
の
実
績
。

福
田
幸
作
（
卓
球
協
会
）
北
秋
マ
ス
タ
ー

ズ
の
設
立
に
参
画
、
卓
球
初
級
者
へ
の
指

導
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
の
底
辺
拡
大
と

選
手
育
成
に
尽
力
。
自
ら
全
国
・
東
北
・

県
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会
優
勝
の
実
績
。

ひ
ろ
し

こ
う
さ
く

　
財
団
法
人
北
秋
田
市
体
育
協
会
（
成
田
光
弘
会
長
）
が
主
催
す
る
平
成
24
年
度
北
秋
田
市

ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
２
月
23
日
、
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
こ
の
１
年
間
に
ス
ポ
ー
ツ
で

活
躍
し
た
17
団
体
２
０
０
人
が
功
労
賞
、
特
別
栄
光
賞
な
ど
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

し
の

ゆ
う
き

し
ん
や

わ
こ
う

も
えじ

ゅ
ん
の
す
けゆ

う
か

ま
ゆ
か

い
っ
き

き
ょ
う
た
ろ
う

あ
お
い

り
ょ
う

は
や
て

し
ょ
う
た

こ
う
だ
い

だ
い
し

ゆ
う
き

ぶ
ん
や

あ
き
こ

た
い
せ
い

か
い
と

な
な
せ

こ
う
だ
い

し
ょ
う
た

た
い
ち

あ
い
り

じ
ゅ
ん
の
す
け

ゆ
う
や

た
い
せ
い

か
い
と

た
く
や

た
く
ま

し
ん
た
ろ
う

か
ず
き

た
く
と

ゆ
う
か

し
ほ

ほ
た
る

ふ
う
か

ま
ゆ
か

み
お

い
つ
き

あ
や

ゆ
う
き

み
な
と

し
ょ
う

す
け

き
ょ
う
し
ろ
う

き
ず
く

た
い
が

も
と
む

り
く

た
つ
や

け
ん
た

し
ゅ
ん

ひ
ろ
し

し
ん

こ
う
た

ひ
と

よ
し
き

こ
う
た

け
い
た

み
つ
ひ
ろ

し
ょ
う
や

こ
う
じ

り
ょ
う
す
け

た
つ
き

こ
た
ろ
う

た
つ
お

き
よ
し

た
い
せ
い

か
い
と

だ
い
き

ゆ
う
と

た
い
ち

こ
う
き

あ
さ
ひ

た
け
し

あ
い
り

ま
る
み

さ
や
か

た
け
あ
き

し
ょ
う
こ

ゆ

た
く
み

み

た
い
せ
い

び
ん

し
ょ
う

き
ず
く

た
く
ま

ゆ
う
や

た
く
や

た
く
や

た
く

し
ほ

あ
や

か
ほ

み
ゆ
き

し
お
り

な
な
せ

ま
さ
あ
き

あ
き
し

ゆ
う
き

た
い
と

い
つ
き

か
なゆ

う
へ
い

た
つ
み

ゆ
う
き

な
お

あ
や
か

こ
う

り
ょ
う
す
け

た
つ
き

よ
し
き

し
ょ
う

り
ょ
う
た
ろ
う

だ
い
す
け

た
か
あ
き

し
ん

い
つ
き

げ
ん
た

た
く

の
ぶ
と

き
ょ
う
す
け

ゆ
う
さ
く

こ
う
さ
く

ゆ
う
え
つ

よ
う
こ

あ
き
こ

さ
ち
こ

た
え
こ

け
い
こ

み
ゆ
き

と
み
こ

は
る
お

ひ
で
い
ち

な
な
え

ひ
ろ
あ
き

か
ず
と
し

ま
こ
と

し
ろ
う

か
ず
や

せ
な

あ
さ
ひ

さ
つ
き

ま
さ
し

だ
い
き

か
ね
ま
さ

よ
し
ひ
ろ

は
じ
め

し
ょ
う
い
ち

ふ
み
お

た
け
る

た
く
み

と
も
や

ゆ
う
た

た
い
せ
い

だ
い
き

さ
く
ら

し
の

り
さ

き
ほ

ま
み

な
な

り
ょ
う

た
ま
き

ゆ
ず
は

な

な
お

な
な
か

い
っ
き

き
ょ
う
た
ろ
う

た
か
ゆ
き

し
ょ
う
た

け
ん
た

つ
ば
さ

た
つ
や

と
も
や

り
か
こ

あ
い

ゆ
う
か

ま
さ
こ

わ
た
る

し
ゅ
ん
た

と
も
や

ひ
さ
ひ
ろ

あ
や
か

あ
さ
み

ふ
ゆ
こ

み
ゆ

は
ち
ろ
う

た
つ
お

き
よ
し

平
成
24
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

平成24年度北秋田市スポーツ賞

だ
い

な
が

と

た

せ
い

こ
う
だ
い
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３月定例議会行政報告（その１） ３月定例議会行政報告（その１）

　
平
成
25
年
３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
22
日
に
開
会
、
３
月
７
日
ま
で
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各

議
案
の
大
綱
質
疑
、
ま
た
２
月
26
日
、
27
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
28
日
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、

３
月
７
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(1)

　

総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
北
秋
田
市
民
歌
は
、
12
月
26
日
に
市
民

歌
制
定
委
員
会
を
設
置
し
て
５
人
の
方
々

に
委
員
を
お
願
い
し
、
平
成
25
年
度
中
の

制
定
に
向
け
、
歌
詞
の
選
定
方
法
等
を
検

討
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
防
災
、
環
境
衛
生
面
で
の
問
題
が
生
じ

て
い
る
空
き
家
等
の
実
態
調
査
は
、
自
治

会
・
町
内
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
実
施

し
て
い
ま
す
。
１
月
末
現
在
で
空
き
家
等

は
６
３
９
戸
で
、
そ
の
う
ち
屋
根
、
外
壁

の
は
く
離
等
に
よ
り
周
囲
へ
の
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
も
の
が
１
１
６
戸
で
し

た
。
調
査
結
果
は
、
空
き
家
台
帳
を
整
備

し
関
係
各
課
で
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も

に
今
後
の
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

■
総
合
政
策
課

　
東
京
都
品
川
区
に
本
社
の
あ
る
会
社
か

ら
、
脇
神
字
高
村
岱
地
内
の
種
苗
交
換
会

跡
地
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
の
計
画
が
示

さ
れ
、
そ
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
地
域
関

係
者
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
は
、
そ

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
市
民
１
５
０

０
人
を
対
象
に
「
市
民
意
識
調
査
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
財
政
運
営
の

健
全
化
と
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
「
行

政
評
価
委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、

３
月
の
委
員
会
開
催
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。　

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
平
成
22
年
の
４
者
合
意
に
基
づ
く
目
標

達
成
へ
の
最
終
年
度
を
迎
え
、
沿
線
地
域

の
支
援
団
体
等
の
活
動
が
活
発
化
し
て
い

ま
す
。
１
月
10
日
に
は
沿
線
地
域
の
有
志

に
よ
る
「
秋
田
内
陸
線
と
地
域
の
か
か
わ

り
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、

秋
田
内
陸
線
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ

た
支
援
の
在
り
方
や
連
携
・
協
力
に
つ
い

て
情
報
の
共
有
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　　
市
議
会
議
員
、
市
職
員
を
対
象
に
今
年

度
２
回
目
の
内
陸
線
関
連
商
品
の
購
入
運

動
を
１
月
末
に
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
紙
風
船
西
木
ふ
る
さ
と
会
」、「
秋
田
が

ん
ば
ろ
う
市
」
に
参
加
し
、
内
陸
線
の
Ｐ

Ｒ
や
関
連
商
品
の
販
売
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

 

　

財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
平
成
24
年
11
月
10
日
か
ら
平
成
25
年
１

月
31
日
ま
で
の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０

０
万
円
以
上
）
は
12
件
、
契
約
額
は
２
億

１
５
８
０
万
４
千
円
で
す
。

■
税
務
課

　
平
成
24
年
12
月
末
現
在
の
市
税
等
の
収

入
状
況
は
、
収
入
済
額
29
億
８
２
９
０
万

３
千
円
で
75
・
15
％
の
収
納
率
で
す
。

　
市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課

　
平
成
24
年
１
月
26
日
に
開
始
し
た
空
間

放
射
線
量
の
測
定
は
、
毎
月
測
定
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
秋
田
県
の
通
常
レ
ベ
ル

（
０
・
０
２
２
〜
０
・
０
８
６
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
）
を
超
え
る
数
値
は
観
測
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
定
期
的
な
測
定

を
継
続
し
、
結
果
を
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

　
建
替
え
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
小
森
自

治
会
館
が
、
12
月
14
日
に
完
成
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
広
く
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
１
月
12
日
、
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
北
秋
田
地
区
交
通
・
防

犯
指
導
隊
連
合
会
安
全
祈
願
式
及
び
観
閲

式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
平

成
24
年
４
月
か
ら
平
成
24
年
12
月
ま
で
の

ご
み
搬
入
実
績
は
、約
９
８
３
２
ト
ン（
う

ち
北
秋
田
市
分
は
94
％
、
約
９
２
３
２
ト

ン
）
で
、
前
年
度
に
比
較
し
て
２
６
７
ト

ン
の
増
加
で
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
の
処
理
・

分
別
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
４

月
か
ら
12
月
ま
で
小
学
校
13
校
の
２
４
５

人
の
児
童
が
、
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
を
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

■
市
民
課

　
一
般
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
交
付
件
数

は
平
成
24
年
11
月
か
ら
平
成
25
年
１
月
末

で
58
件
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
は
、
１
回
１
５
０
０
円
を
接
種
回

数
分
補
助
す
る
も
の
で
、
12
月
末
現
在
で

述
べ
9
4
9
人
へ
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課 

　
平
成
25
年
度
の
保
育
園
入
園
申
し
込
み

は
、
公
立
７
保
育
園
４
７
７
人
（
定
員
６

２
６
人
）、
私
立
４
保
育
園
３
５
４
人
（
定

員
３
６
０
人
）
で
、
審
査
会
に
よ
り
入
所

児
童
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
児
童
手
当
２
月
定
期
払
い
は
、
対
象
者

１
８
３
１
人
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
ハ
ー
ト
フ
ル
倶
楽
部
は
、
12

月
８
日
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
会
場
に
出
会
い
の
イ
ベ

ン
ト
「
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
２

０
１
２
」
を
実
施
し
、
19
人
（
男
性
14
人
、

女
性
５
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
自
立
支
援

給
付
事
業
は
、
12
月
末
現
在
で
介
護
給
付

１
９
８
人
、
訓
練
給
付
１
１
０
人
、
自
立

支
援
医
療
５
３
６
人
で
す
。
地
域
生
活
支

援
事
業
は
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
87
人
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
２
人
、
日
中

一
時
支
援
28
人
、
児
童
福
祉
法
に
よ
る
障

害
児
通
所
支
援
は
24
人
の
利
用
で
す
。

　
障
が
い
者
相
談
支
援
の
拠
点
で
あ
る
障

害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
さ
え
」
の

１
月
末
現
在
の
延
べ
利
用
者
は
、
来
所
８

９
６
２
人
、
訪
問
１
４
３
８
人
、
電
話
相

談
１
２
９
３
件
で
、
精
神
障
が
い
の
方
の

利
用
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
関
係
機

関
や
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
事
業
の
充

実
、
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
高
齢
福
祉
課

　
福
祉
の
雪
事
業
は
、１
４
１
２
世
帯（
１

月
31
日
現
在
）
が
登
録
し
、
過
去
最
高
と

な
り
ま
し
た
。
世
帯
の
構
成
は
、
高
齢
一

人
暮
ら
し
８
９
６
世
帯
、
高
齢
者
の
み
４

５
７
世
帯
、
そ
の
他
59
世
帯
で
す
。
ま
た
、

12
月
か
ら
１
月
上
旬
ま
で
の
作
業
実
績
で

は
、
利
用
が
あ
っ
た
世
帯
は
５
１
１
世
帯
、

延
利
用
回
数
は
３
４
３
５
件
で
す
。

　
地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
介
護
予
防
事

業
（
通
所
型
介
護
予
防
教
室
・
訪
問
型
介

護
予
防
事
業
）
へ
の
参
加
者
は
１
月
末
現

在
１
３
０
人
で
す
。

　
包
括
的
支
援
事
業
の
総
合
相
談
は
、
12

月
末
現
在
、
延
べ
４
８
２
件
の
相
談
が
あ

り
、
そ
の
内
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談

は
延
べ
79
件
で
す
。

■
診
療
所

　
市
立
３
診
療
所
の
11
月
か
ら
１
月
ま
で

の
外
来
患
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
阿
仁
診
療
所
は
、
内
科
２
４
９
２
人
で

前
年
同
期
対
比
２
７
４
人
（
９
・
９
％
）

の
減
、
外
科
２
６
５
６
人
で
前
年
同
期
対

比
32
人
（
１
・
２
％
）
の
増
、
歯
科
６
８

０
人
で
前
年
同
期
対
比
２
３
７
人
（
25
・

９
％
）
の
減
で
す
。
合
川
診
療
所
は
、
２

７
２
５
人
で
、
前
年
同
期
対
比
９
２
２
人

（
25
・
３
％
）
の
減
で
す
。
米
内
沢
診
療
所

は
、
内
科
４
３
５
１
人
で
前
年
同
期
対
比

８
３
７
人
（
16
・
１
％
）
の
減
、
小
児
科

７
１
７
人
で
前
年
同
期
対
比
１
０
４
人

（
17
％
）
の
増
、
整
形
外
科
９
１
８
人
で

前
年
同
期
対
比
２
６
４
人
（
22
・
３
％
）

の
減
、
脳
血
管
外
科
２
９
６
人
で
前
年
同

期
対
比
23
人
（
７
・
２
％
）
の
減
、
心
臓

血
管
外
科
65
人
で
前
年
同
期
と
同
数
で
す
。

■
健
康
推
進
課

　
成
人
検
診
事
業
は
、
１
月
末
現
在
の
特

定
健
康
診
査
の
結
果
、
動
機
づ
け
支
援
対

象
者
２
３
７
人
、
積
極
的
支
援
対
象
者
78

人
で
、
特
定
保
健
指
導
実
施
者
数
は
動
機

づ
け
29
人
、
積
極
的
支
援
７
人
で
す
。

　
が
ん
検
診
推
進
事
業
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
に
よ
る
受
診
は
、
乳
が
ん
１
９
４
人
、

子
宮
頸
が
ん
１
１
２
人
、
大
腸
が
ん
４
０

４
人
、
胃
が
ん
88
人
で
す
。

　
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
は
全
５

回
を
終
了
し
延
べ
参
加
者
は
47
人
、
う
ち

新
規
受
講
者
の
５
人
に
認
定
証
を
交
付
し

ま
し
た
。

　
生
活
習
慣
病
予
防
事
業
の
す
こ
や
か
健

康
講
座
は
、
全
５
回
予
定
し
て
お
り
、
第

２
回
ま
で
で
１
７
７
人
の
参
加
で
す
。

　
高
齢
者
心
の
健
康
づ
く
り
、
巡
回
健
康

相
談
「
ホ
ッ
と
あ
い
訪
問
」
は
、
19
集
落

の
75
歳
以
上
の
方
７
５
３
人
を
対
象
に
11

月
か
ら
１
月
ま
で
の
間
、
保
健
師
が
訪
問

し
ま
し
た
。
交
流
サ
ロ
ン
は
16
会
場
で
笑

い
の
ヨ
ガ
等
を
実
施
し
１
８
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
３
月
に
は
６
会
場
で
実
施
予

定
で
す
。

　

12
月
末
現
在
の
予
防
接
種
の
状
況
は
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
６
３
９
人
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
６
５
０
０
人
、Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・

風
し
ん
）
ワ
ク
チ
ン
７
７
０
人
の
接
種
で

す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
回
数
を
拡
大
し
行
っ

て
い
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
に
じ
色
リ
ボ

ン
」
は
、
１
月
末
で
10
回
開
催
し
、
延
べ

３
５
３
人
の
参
加
で
す
。

　
12
月
末
現
在
の
献
血
実
施
状
況
は
、
成

分
献
血
42
人
、
全
血
献
血
６
１
５
人
で
す
。

▲積極的に意見を交わした秋田内陸線
と地域のかかわりを考えるフォーラム

▲障害者生活支援センター「ささえ」で、
お互いの悩みを語り合う利用者

▲胃がんとがん患者のケアをテーマに開
かれた第２回すこやか健康講座
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産
業
部
関
係
　

■
農
林
課

　
平
成
25
年
産
米
の
生
産
目
標
数
量
は
、

県
か
ら
当
市
に
１
万
７
７
０
８
ト
ン
が
提

示
さ
れ
、
面
積
換
算
値
で
は
３
３
０
３
・

73
ha
で
、
平
成
24
年
産
米
の
配
分
よ
り
９

ト
ン
（
０
・
05
％
）
の
増
加
で
す
。
こ
れ

に
基
づ
き
、
１
月
16
日
に
北
秋
田
市
農
業

再
生
協
議
会
を
開
催
し
、Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
に

９
６
６
１
ト
ン
、Ｊ
Ａ
あ
き
た
北
央
に
７

９
２
２
ト
ン
、
市
内
主
食
集
荷
商
業
者
に

１
２
５
ト
ン
の
配
分
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
公
有
林
整
備
事
業
は
、
造
林
、
下
刈
り
、

間
伐
等
63
ha
を
実
施
し
、
良
質
材
の
生
産

と
森
林
資
源
の
有
効
利
活
用
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
鳥
獣
被

害
防
止
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
北
秋
田

市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
１
月
に
策
定
し

ま
し
た
。

■
商
工
観
光
課

　
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
は
、
鷹
巣
地

区
中
心
商
店
街
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
12

月
16
日
か
ら
２
月
２
日
ま
で
「
第
５
回
北

秋
田
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１

２
」
が
開
か
れ
、
米
代
児
童
公
園
の
Ｓ
Ｌ

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
樹
木
の
電
飾
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
、
ク
リ
ス
マ
ス
仮
装
パ
レ
ー
ド

な
ど
を
行
い
、
商
店
街
に
活
気
を
呼
び
込

み
ま
し
た
。

　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
で
は
、「
い

た
ば
し
商
店
街
ふ
る
さ
と
物
産
展
」
が

12
月
１
日
と
２
日
、
東
京
都
板
橋
区
ハ
ッ

ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街
組
合
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
行
わ
れ
、
市
内
３
事
業
所
に
よ
る

特
産
品
の
販
売
と
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
特
産
品
事
業
で
は
北
秋
田
市
特
産
品
推

奨
認
定
審
査
会
が
１
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、

食
品
３
品
が
新
た
に
推
奨
認
定
特
産
品
と

し
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
秋
田
県
と
北
秋
田
市
と
の
「
秋
田
八
幡

平
ク
マ
牧
場
の
対
応
に
関
す
る
覚
書
」
の

締
結
式
が
12
月
26
日
に
県
庁
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
27
日
に
は
阿
仁
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
ク
マ
受
入
れ
に
係
る
地

区
説
明
会
を
開
催
し
、
大
阿
仁
地
区
住
民

の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
森
吉
山
の
樹
氷
観
賞
が
１
月
12
日
か
ら

始
ま
り
、
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
の
樹
氷
群

と
大
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
方
が

体
感
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
９
日
か
ら
10
日
に
は
第
19
回
鷹
巣

も
ち
っ
こ
市
が
大
太
鼓
の
館
駐
車
場
で
開

催
さ
れ
、
全
国
お
や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
４
位

に
な
っ
た
「
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
」
や
手

作
り
餅
、
お
焼
き
、
大
福
餅
、
地
元
特
産

品
等
が
販
売
さ
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ

い
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　
　
建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
は
、

１
月
末
現
在
で
助
金
交
付
決
定
数 

４
６

６
件
、
交
付
決
定
額 

６
８
４
８
万
４
千
円
、

対
予
算
比
約
91
％
の
執
行
で
す
。

　
市
営
住
宅
整
備
事
業
は
、
南
鷹
巣
団
地

建
替
え
用
地
の
旧
鷹
巣
小
学
校
舎
の
解
体

及
び
整
地
が
１
月
上
旬
に
完
成
し
ま
し
た
。

■
建
設
課

　
大
渕
地
区
の
除
排
雪
対
策
と
し
て
流
雪

溝
取
水
施
設
設
置
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
は
、

奥
見
内
橋
ほ
か
５
件
の
橋
梁
補
修
詳
細
設

計
業
務
委
託
、
前
山
橋
ほ
か
１
件
の
橋
梁

補
修
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
道
路
新
設
改
良
事
業
は
、
川
井
神
社
線

ほ
か
１
件
の
測
量
設
計
業
務
委
託
、
川
井

大
野
街
線
道
路
改
良
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
道
路
・
側
溝
・
舗
装
等
維
持
工
事
は
、

高
野
尻
〜
東
小
線
ほ
か
４
件
が
完
成
し
、

八
幡
森
線
ほ
か
４
件
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
災
害
復
旧
事
業
は
、
坊
川
沢
川
河
川
災

害
復
旧
工
事
が
完
成
し
、
惣
内
沢
川
河
川

災
害
復
旧
工
事
ほ
か
１
件
の
道
路
災
害
復

旧
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
大
印
ノ
ロ
川
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
ほ

か
５
件
の
道
路
災
害
復
旧
工
事
は
、
繰
越

事
業
と
し
て
年
度
内
の
発
注
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
上
下
水
道
課

　
上
水
道
事
業
は
、
平
崎
川
戸
沼
地
区
配

水
管
布
設
工
事
１
件
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
打
当
地
区
簡
易
水

道
配
水
管
布
設
替
工
事
、
小
猿
部
地
区
簡

易
水
道
吉
野
配
水
池
水
位
計
設
置
工
事
２

件
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
坊
沢
地
区
簡
易
水
道
配
水
流
量
計
変
換

機
検
出
部
交
換
工
事
、
中
堤
地
区
配
水
管

移
設
工
事
２
件
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
処
理
区
に

お
い
て
綴
子
字
田
中
下
モ
・
脇
神
字
平
崎

川
戸
沼
・
脇
神
字
平
崎
上
岱
地
内
で
面
整

備
工
事
４
件
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
は
、
鷹
巣
地
区

30
基
、
合
川
地
区
１
基
及
び
森
吉
地
区
４

基
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
　
消
防
本
部
関
係

■
常
備
消
防

　
平
成
24
年
中
の
災
害
概
要
は
、
火
災
が

16
件
で
前
年
比
７
件
の
減
で
、
火
災
種
別

で
は
建
物
火
災
が
10
件
、林
野
火
災
１
件
、

車
両
火
災
１
件
、そ
の
他
火
災
４
件
で
す
。

　
救
急
出
場
は
、
前
年
比
38
件
増
の
１
５

３
０
件
で
、
急
病
が
９
９
０
件
、
一
般
負

傷
２
３
９
件
、
交
通
事
故
１
４
０
件
、
転

院
搬
送
87
件
な
ど
で
、
熱
中
症
に
つ
い
て

は
12
人
を
搬
送
し
ま
し
た
。
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
要
請
は
21
件
で
出
動
は
13
件
、
搬
送

件
数
は
12
件
で
す
。

　
救
助
出
場
は
69
件
で
、
救
出
・
救
助
し

た
人
は
交
通
事
故
19
人
、水
難
事
故
２
人
、

そ
の
他
の
事
故
３
人
で
す
。
捜
索
活
動
は

５
件
で
、
生
存
発
見
４
人
、
未
発
見
１
人

で
す
。

　
救
命
講
習
は
、
昨
年
中
に
64
回
実
施
し

１
６
０
０
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

■
非
常
備
消
防

　
１
月
４
日
の
市
消
防
出
初
式
で
は
、
阿

仁
地
区
を
会
場
に
消
防
団
員
５
７
５
人
、

婦
人
消
防
隊
36
人
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご

来
賓
と
消
防
関
係
者
が
参
加
し
、
分
列
行

進
と
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課

　
２
カ
年
に
渡
る
継
続
事
業
で
工
事
を

行
っ
て
き
た
米
内
沢
小
学
校
校
舎
建
設
工

事
が
、
昨
年
10
月
末
に
予
定
ど
お
り
完
成

し
、
11
月
19
日
か
ら
新
校
舎
で
の
授
業
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
校
舎
工
事
の

途
中
か
ら
併
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
太
陽

光
発
電
設
備
工
事
も
、
昨
年
12
月
に
は

ソ
ー
ラ
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、
現
在
本
格

稼
働
へ
の
最
終
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
合
川
統
合
小
学
校
建
設
事
業
は
、
用
地

の
取
得
や
校
舎
及
び
体
育
館
等
の
実
施
設

計
を
進
め
て
お
り
、
関
係
事
業
の
新
年
度

着
手
に
向
け
て
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
は
１
月
21

日
か
ら
３
学
期
が
始
ま
っ
て
お
り
、
生
徒

そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
目
標
達
成
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
課

　
第
56
回
全
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
で
、

男
子
で
は
、
ク
ラ
シ
カ
ル
で
鎌
田
偉
大
さ

ん
（
阿
仁
中
２
年
）
が
３
位
、
フ
リ
ー
で

佐
藤
大
星
さ
ん
（
鷹
巣
中
３
年
）
が
３
位
、

リ
レ
ー
で
鷹
巣
中
が
２
位
に
入
り
ま
し

た
。女
子
で
は
、ク
ラ
シ
カ
ル
で
藤
田
菜
々

瀬
さ
ん
（
合
川
中
３
年
）
が
１
位
、
佐
藤

葵
さ
ん（
阿
仁
中
３
年
）が
２
位
、フ
リ
ー

で
は
佐
藤
葵
さ
ん
が
１
位
、
藤
田
菜
々
瀬

さ
ん
が
２
位
、リ
レ
ー
で
森
吉
中
が
３
位
、

女
子
総
合
で
合
川
中
が
１
位
に
な
る
な
ど

市
内
の
選
手
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　
第
49
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
で
、

男
子
で
は
フ
リ
ー
で
佐
藤
大
星
さ
ん
が
１

位
、
長
谷
川
海
斗
さ
ん
（
鷹
巣
中
３
年
）

が
３
位
、
リ
レ
ー
で
鷹
巣
中
が
３
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。
女
子
で
は
、
藤
田
菜
々
瀬

さ
ん
が
ク
ラ
シ
カ
ル
と
フ
リ
ー
で
１
位
、

佐
藤
葵
さ
ん
が
ク
ラ
シ
カ
ル
で
３
位
入
賞

を
果
た
す
な
ど
活
躍
が
光
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
市
内
小
・
中
学
校
及
び
幼
稚

園
の
卒
業
（
園
）
予
定
者
は
、
１
月
５
日

現
在
で
、
小
学
校
２
８
３
人
、
中
学
校
３

０
０
人
、
幼
稚
園
４
人
で
す
。
ま
た
、
平

成
25
年
度
入
学
予
定
者
は
小
学
校
１
９
７

人
、
中
学
校
２
７
３
人
で
す
。

■
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
を
実
践
し
て
い
る
方
々
が
一

堂
に
会
し
、「
ま
な
ぼ
う
・
あ
そ
ぼ
う
・

つ
た
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
「
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
タ
＆
ほ
っ
と
ク
リ
ス
マ
ス
」
が
12

月
22
日
に
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
市
民

が
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
む
と
と
も

に
、
秋
田
北
鷹
高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
12

人
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
『
地
域
・
元
気
力 

Ｕ
Ｐ
！ 

セ
ミ
ナ
ー
』

が
２
月
18
日
開
催
さ
れ
、
食
の
安
全
と
郷

土
の
食
を
通
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
を
学

び
ま
し
た
。

　
新
し
く
建
設
し
た
前
田
公
民
館
は
、
12

月
23
日
に
落
成
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
平

成
25
年
１
月
か
ら
運
営
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
は
１
月
18

日
、
国
の
文
化
審
議
会
が
「
阿
仁
マ
タ
ギ

の
狩
猟
用
具
」
２
９
３
点
を
国
の
重
要
有

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
文
部
科

学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。
市
と
し
て
は

初
め
て
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
と
な

り
、
国
の
指
定
文
化
財
で
は
８
件
目
と
な

り
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
第
６
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
が
１

月
27
日
、
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
で
開
催

さ
れ
、
小
学
生
の
部
か
ら
一
般
男
子
、
女

子
の
部
ま
で
、
ア
ル
ペ
ン
・
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
合
わ
せ
て
３
０
１
人
の
選
手

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
65
回
大
館
北
秋
田
中
学
校
ス
キ
ー
大

会
・
第
58
回
北
秋
田
市
学
童
ス
キ
ー
大
会

が
、
２
月
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
森

吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
で
ア
ル
ペ
ン
競
技

が
、
空
港
周
辺
ふ
れ
あ
い
緑
地
広
場
で
は

学
童
ス
キ
ー
大
会
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
が
行
わ
れ
、
両
会
場
あ
わ
せ
て
２
２

４
人
の
選
手
が
、
家
族
ら
の
声
援
が
会
場

に
響
く
な
か
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

▲市民が多彩なプログラムを楽しんだ、生
涯学習フェスタ＆ほっとクリスマス

３
月
定
例
議
会

▲大勢の来場者でにぎわった第19回鷹巣も
ちっこ市
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津谷市長定例記者会見／市長ダイアリー 市立米内沢小学校竣工式

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
３
月
８

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
雪
害
に
伴
う
北

秋
田
市
災
害
対
策
本
部
の
状
況
報
告
と
行

政
組
織
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

  

北
秋
田
市
災
害
対
策
本
部
に
つ
い
て

は
、
阿
仁
合
で
１
８
８
㎝
の
過
去
最
高
の

積
雪
深
を
記
録
す
る
な
ど
、
４
つ
の
観
測

地
点
の
全
て
に
お
い
て
災
害
対
策
本
部
の

設
置
基
準
を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
月

25
日
に
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
警
戒
部
か
ら

災
害
対
策
本
部
に
格
上
げ
し
、
各
関
係
部

署
か
ら
の
情
報
収
集
及
び
被
害
対
応
に
努

め
て
き
た
こ
と
を
報
告
。そ
の
う
え
で「
現

在
の
人
的
被
害
は
死
者
１
人
、
重
傷
者
４

人
、
軽
傷
者
７
人
の
計
12
人
。 

ま
た
、
住

家
の
一
部
破
損
４
棟
、
非
住
家
の
全
壊
３

棟
、
半
壊
１
棟
、
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

の
全
壊
２
棟
、
半
壊
２
棟
で
、
被
害
額
は

住
家
と
非
住
家
の
合
計
で
３
２
０
万
円
、

農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
１
３
４
万
２
千
円

と
な
っ
て
い
る
。 

そ
の
他
、
現
在
も
雪
崩

に
よ
り
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
市
道
葛

黒
吉
ヶ
沢
線
と
小
阿
仁
線
の
２
路
線
は
、

安
全
が
確
認
で
き
る
ま
で
は
当
面
通
行
止

め
を
継
続
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
例
年
以
上
の
積
雪
と
な
っ
た
た
め

「
屋
根
か
ら
の
落
雪
や
雪
崩
、
出
水
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

　
行
政
組
織
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
は
、

「
現
在
、
市
の
各
課
等
の
下
に
設
置
し
て

い
る
『
班
』
の
名
称
を
、
４
月
か
ら
『
係
』

へ
と
変
更
す
る
こ
と
に
し
た
。 

平
成
21
年

４
月
の
機
構
改
革
以
来
、
班
の
名
称
を
使

用
し
て
き
た
が
、
一
部
担
当
の
変
更
を
機

に
、
減
少
す
る
職
員
数
の
中
で
そ
の
役
割

と
責
任
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
業
務

範
囲
に
枠
組
み
感
を
持
た
せ
、
市
民
へ
の

分
か
り
や
す
さ
と
い
う
観
点
か
ら
係
と
い

う
名
称
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層

の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
」
な
ど
と
説
明
し
ま
し
た
。

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

組
織
の
名
称
を
「
班
」
か
ら
「
係
」
へ

◇
2
月
16
日
〜
3
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

　
米
内
沢
小
学
校
（
伊
藤
康
栄
校
長
、
生

徒
数
１
４
５
人
）
の
新
校
舎
の
竣
工
式
が
、

３
月
２
日
、
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
児
童

や
教
職
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、地
元
自
治
会
役
員
、

市
の
関
係
者
ら
が
出
席
し
、
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

　
市
で
は
、
小
学
校
再
編
整
備
計
画
の
も
と
、

切
磋
琢
磨
し
て
成
長
で
き
る
学
校
教
育
を
目

指
し
、
教
育
内
容
の
充
実
と
教
育
施
設
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
昭
和
42
年
に
建
築
さ

れ
た
旧
校
舎
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、

平
成
20
年
度
に
老
朽
化
を
総
合
的
に
判
断
す

る
耐
力
度
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
改
築
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

　
新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
、

延
床
面
積
３
０
６
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
校

内
の
壁
や
天
井
に
は
秋
田
杉
を
ふ
ん
だ
ん
に

用
い
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
も
十
分
に
整
っ

た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
階
に
は
職
員

室
や
会
議
室
、
パ
ソ
コ
ン
室
、
１
、
２
年
生

の
教
室
が
、
２
階
に
は
３
年
生
以
上
の
教
室

や
理
科
室
、
音
楽
室
、
家
庭
科
室
な
ど
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
屋
上
に
は
市
内
の
小
中
学
校
で
は

初
め
て
と
な
る
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
が
設
置

さ
れ
、
20
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
が
可
能
と
な

り
、
学
校
の
電
力
と
し
て
利
用
す
る
ほ
か
、

環
境
学
習
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
工
事
費
は
約
７
億
６
千
万
円
で
、
平
成
23

年
９
月
か
ら
本
格
的
に
着
手
し
、
平
成
24
年

の
10
月
に
完
成
。
11
月
19
日
か
ら
新
校
舎
で

の
授
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
竣
工
式
で
は
、は
じ
め
に
津
谷
市
長
が「
新

市
立
米
内
沢
小
学
校
竣
工
式

校
舎
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
市
議
会
を
は

じ
め
米
内
沢
小
学
校
建
築
検
討
委
員
会
や
地

域
住
民
の
皆
様
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

安
心
安
全
な
学
校
と
な
る
よ
う
進
め
て
き
ま

し
た
。
新
校
舎
に
設
け
た
多
目
的
室
は
、
地

域
の
皆
様
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の
利
用

も
で
き
、
地
域
と
学
校
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
米
内
沢
小

学
校
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

育
む
素
晴
ら
し
い
学
校
と
な
っ
て
い
く
た
め

に
も
、
更
な
る
ご
支
援
と
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。　

　
続
い
て
、
工
事
関
係
者
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
後
、
来
賓
の
藤
田
良
博
北
教
育
事
務
所

長
、
長
崎
克
彦
市
議
会
副
議
長
、
近
藤
健
一

郎
県
議
会
議
員
、
北
林
丈
正
県
議
会
議
員
が

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、全
校
児
童
が
ス
テ
ー
ジ
に
並
び
、

校
舎
完
成
の
喜
び
や
関
係
者
へ
の
感
謝
、
歴

史
と
伝
統
を
刻
む
た
め
努
力
し
て
い
く
こ
と

な
ど
を
呼
び
か
け
の
言
葉
で
元
気
に
発
表

し
、『
校
歌
』
と
成
田
為
三
作
曲
の
『
秋
田

県
民
歌
』
を
児
童
全
員
で
声
高
ら
か
に
合
唱

し
ま
し
た
。

２
月
16
日（
土
）▽
あ
き
た
北
央
農
業
協
同
組
合
第
９
回
営
農
生
産
者
大
会（
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
あ
い
か
わ
）

17
日（
日
）▽
第
８
回
北
秋
田
市
美
術
展
覧
会
表
彰
式（
中
央
公
民
館
）

22
日（
金
）▽
平
成
25
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

23
日（
土
）▽
川
井
自
治
会
津
谷
市
長
と
語
る
会（
川
井
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
小
猿
部
地

区「
地
域
振
興
策
に
係
る
交
流
会
」（
郷
の
杜
わ
き
が
み
会
館
）

26
日（
火
）▽
平
成
25
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

27
日（
水
）▽
平
成
25
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

28
日（
木
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
75
回
取
締
役
会（
同
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
）

３
月
１
日（
金
）▽
秋
田
県
立
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
第
２
回
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）

▽
第
１
回
北
秋
田
市
行
政
評
価
委
員
会（
中
央
公
民
館
）

２
日（
土
）▽
米
内
沢
小
学
校
竣
工
式（
同
校
）

３
日（
日
）▽
綴
子
婦
人
会
Ｊ
Ａ
女
性
部
綴
子
地
区
創
立
60
周
年
記
念
式
典（
綴
子
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー
）

６
日（
水
）▽
元
北
秋
田
市
議
会
議
員
和
田
三
九
郎
氏
死
亡
叙
勲
伝
達
式（
本
庁
舎
）

７
日（
木
）▽
平
成
25
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

８
日（
金
）▽
平
成
24
年
度
森
吉
山
ダ
ム
水
源
地
域
活
性
化
協
議
会（
四
季
美
館
）

９
日（
土
）∇
森
吉
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）

11
日（
月
）∇
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

12
日（
火
）▽
北
村
久
雄
氏
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
栄
誉
賞
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

13
日（
水
）∇
北
秋
田
市
の
教
育
行
政
に
つ
い
て
市
長
か
ら
聞
く
会（
中
央
公
民
館
）

14
日（
木
）∇
平
成
24
年
度「
教
育
講
演
会
IN
北
秋
田
市
」〜
子
供
の
生
き
る
力
と
地
域

の
役
割（
文
化
会
館
）

15
日（
金
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

▲記者会見で行政組織の名称変更などに
ついて説明する津谷市長

▲全校児童による呼びかけと合唱

▲完成した市立米内沢小学校の新校舎

▲太陽光発電の状況をモニター確認

新
校
舎
に
伝
統
を
刻
み
ま
す

新
校
舎
に
伝
統
を
刻
み
ま
す

▲明るく清潔感のある家庭科室
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「
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト 

in 

あ

に
」
が
２
月
23
日
、
阿
仁
合
駅
周
辺
な
ど
を

会
場
に
行
わ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
が
ろ
う
そ

く
の
灯
り
が
醸
し
出
す
幻
想
的
な
雪
景
色
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト

リ
ー
ト
実
行
委
員
会
（
福
森
卓
実
行
委
員
長
）

と
阿
仁
合
駅
前
周
辺
活
性
化
実
行
委
員
会（
石

田
一
男
会
長
）
が
主
催
し
今
年
で
８
回
目
。

　
会
場
に
は
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ミ
ニ
か
ま

く
ら
、「
絆
」「
あ
き
た
♥
美
人
ラ
イ
ン
」「
ゆ
め
」

「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
ス
ノ
ー

キ
ャ
ン
ド
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
６
基
が
設
け
ら
れ
、

温
か
な
雪
灯
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
花
火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
、
音
と
光
で

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
秋
田
内
陸
線
・
奥
羽
北
線
広
域
観
光
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
２
月
20
日
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
内
陸
線
を
活
か
し
た
広

域
観
光
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
県
や
沿
線
自
治
体
、
鉄

道
会
社
な
ど
で
組
織
す
る
秋
田
内
陸
線
・
奥

羽
北
線
沿
線
連
絡
協
議
会
の
主
催
。

　
は
じ
め
に
公
益
財
団
法
人
東
北
活
性
化
研

究
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
部
長
の
宮
曽
根
隆
氏

が
「
秋
田
内
陸
線
と
沿
線
地
域
の
活
性
化
に

関
す
る
調
査
研
究
報
告
」
を
発
表
し
、
具
体

的
な
活
性
化
策
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
沿
線
で
活
躍
す
る
パ
ネ
ラ
ー

が
自
ら
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
参
加
者
は
、

観
光
客
を
呼
び
込
む
方
策
を
一
緒
に
考
え
よ

う
と
、真
剣
な
表
情
で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
自
殺
予
防
普
及
事
業
「
わ
ら
び

座
生
き
生
き
シ
ア
タ
ー
」
が
３
月
８
日
、
文

化
会
館
で
開
か
れ
、
約
４
１
０
人
の
参
加
者

が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
講
話
な
ど
を
通
し
て
自

殺
予
防
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
「
笑
顔
予
報
は
〝
晴
れ
の
ち
晴
れ
〞」
と
題

し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
家
族
の
絆
と
生
き

が
い
を
見
つ
け
て
い
く
笑
い
と
涙
の
物
語
。

参
加
者
は
、
役
者
の
演
技
に
笑
っ
た
り
目
を

潤
ま
せ
た
り
し
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と
鑑
賞

し
て
い
ま
し
た
。

　
演
劇
終
了
後
、
曹
洞
宗
月
宗
寺
住
職
で
藤

里
町
教
育
委
員
長
や
心
と
命
を
考
え
る
会
会

長
な
ど
を
務
め
る
袴
田
俊
英
氏
が
「
や
さ
し

い
秋
田
に
な
る
た
め
に
」
と
題
し
て
講
話
。

高
齢
者
の
自
殺
予
防
に
つ
い
て
事
例
を
上
げ

な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
元
北
秋
田
市
議
会
議
員
で
、
昨
年
12
月
に

逝
去
さ
れ
た
和
田
三
九
郎
氏
（
享
年
69
歳
・

上
杉
）
が
、
こ
の
ほ
ど
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
、

３
月
６
日
、
市
役
所
で
叙
勲
の
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
和
田
氏
は
、
昭
和
51
年
に
合
川
町
議
会
議

員
に
当
選
。
卓
越
し
た
手
腕
を
買
わ
れ
任
期

途
中
の
昭
和
54
年
か
ら
平
成
７
年
ま
で
４
期

16
年
に
わ
た
っ
て
合
川
町
収
入
役
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
平
成
８
年
か
ら

平
成
18
年
ま
で
合
川
町
議
会
議
員
及
び
北
秋

田
市
議
会
議
員
と
し
て
町
政
及
び
市
政
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
に
は
長
女
の
由
貴
子
さ
ん
（
35
歳
）

と
二
男
の
文
幸
さ
ん
（
42
歳
）
が
出
席
。
由

貴
子
さ
ん
は
「
父
の
功
績
を
評
価
し
て
い
た

だ
き
光
栄
に
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
「
栄
誉

賞
」
を
受
賞
し
た
北
村
久
雄
さ
ん
（
84
歳
・

阿
仁
前
田
）
が
３
月
12
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
北
村
さ
ん
は
、
旧
森
吉
町
の
体
育
指
導
委

員
・
同
委
員
長
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
。

ま
た
、平
成
９
年
に
設
立
し
た
森
吉
タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
会
長
に
就
任
し
平

成
18
年
ま
で
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
県

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
会
長
と

し
て
、
組
織
の
拡
充
や
公
認
指
導
者
の
育
成
、

競
技
の
普
及
拡
大
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
な
ど

も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
村
さ
ん
は
「
ま
さ
か
こ
ん
な
賞
を
も
ら

え
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
協

会
関
係
者
を
は
じ
め
皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
立
た
か
の
す
幼
稚
園
（
三
澤
仁
園
長
、

園
児
９
人
）
で
「
ひ
な
祭
り
お
茶
会
」
が
３

月
１
日
開
か
れ
、
園
児
や
保
護
者
な
ど
約
30

人
が
参
加
し
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
お
茶
会
は
、
表
千
家
小
坂
キ
ヌ
ヱ
社
中
の

協
力
に
よ
り
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回

で
15
回
目
。

　
会
場
の
遊
戯
室
に
は
７
段
飾
り
の
ひ
な
人

形
の
ほ
か
、園
児
た
ち
が
紙
や
紙
粘
土
で
作
っ

た
ひ
な
人
形
も
飾
ら
れ
華
や
か
な
雰
囲
気
と

な
り
ま
し
た
。

　
お
茶
の
作
法
を
教
え
て
も
ら
っ
た
園
児
た

ち
は
、
和
菓
子
と
釜
の
湯
か
ら
点
て
た
抹
茶

が
振
る
舞
わ
れ
る
と
、
元
気
な
声
で
「
ち
ょ

う
だ
い
い
た
し
ま
す
」
と
一
礼
し
、
大
き
な

茶
碗
を
小
さ
な
手
に
持
ち
ゆ
っ
く
り
お
茶
を

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲市役所阿仁庁舎前に作られたイルミネー
ションとミニかまくら

幻想的な雪景色を楽しむ ●スノーキャンドルストリート in あに

▲参加者が誘客策を考えたパネルデスカッ
ション

観光客を呼び込む方策を考える ●内陸線・奥羽北線広域観光フォーラム

▲家族の絆や地域のつながりを伝えた
ミュージカル

ミュージカルから自殺予防を学ぶ ●わらび座 生き生きシアター

▲長谷部勝・北秋田地域振興局長から叙勲
の伝達を受ける和田由貴子さん

生前の功績がたたえられる ●故和田三九郎氏叙勲伝達式

▲津谷市長へ受賞の報告をする北村久雄さ
ん（写真中央）

地域スポーツの普及に尽力 ●北村久雄氏県スポーツ賞を受賞

▲慎重に茶碗を持ち、おいしそうにお茶を
いただく園児たち

園児の健やかな成長を願って ●たかのす幼稚園「ひな祭りお茶会」

か
も
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鷹
巣
村
の
肝
煎
で
あ
っ
た
成
田
兵
左

衛
門
が
書
い
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
の

農
事
記
録
と
し
て
と
て
も
貴
重
な
内
容

で
す
。
藩
政
初
期
の
元
和
年
間
（
１
６

１
５
〜
１
６
２
８
年
）
か
ら
幕
末
に
近

い
嘉
永
年
間
（
１
８
４
８
〜
１
８
５
３

年
）
ま
で
の
約
２
３
０
年
間
の
作
柄
、

天
候
、
米
価
、
諸
物
価
の
変
動
、
鷹
巣

市
場
の
盛
況
、
世
相
等
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
凶
年
作
の
気
象
や
被

害
状
況
が
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
て
、

今
日
で
も
分
か
り
易
く
と
て
も
興
味
深

い
記
録
で
す
。

　
こ
の
中
で
、
弘
化
３
年
（
１
８
６
４

年
）
の
記
録
は
、
こ
の
年
の
豊
作
や
農

業
気
象
、
稲
の
生
育
状
況
、
世
の
中
の

事
情
等
を
詳
し
く
記
録
し
て
お
り
、
特

に
兵
左
衛
門
の
自
作
田
か
ら
採
取
し
た

「
八
重
穂
」
の
記
事
は
、
成
田
家
所
蔵

の
写
生
図
と
と
も
に
当
時
の
稲
作
観
を

知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。「
八
重
穂
」
の
稲
の
写
生
図
は
、

兵
左
衛
門
の
子
庫
之
助
が
描
い
た
も
の

で
す
。

　
な
お
、
農
事
記
録
の
前
半
は
郡
奉
行

の
、
中
盤
は
郷
中
記
録
を
参
照
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
天
保
年
間
以
降
の
記

録
は
、
兵
左
衛
門
自
身
の
綿
密
な
日
常

メ
モ
か
ら
整
理
し
た
記
述
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

◇
成
田
兵
左
衛
門
元
長

　

１
７
７
８
〜
１
８
４
８
年
。
代
々
肝

煎
を
務
め
る
成
田
家
に
生
ま
れ
、
幼
い

頃
か
ら
和
漢
の
学
問
を
学
び
、
和
歌
な

ど
も
修
め
た
。
24
歳
の
時
肝
煎
と
な
り

37
年
間
務
め
た
。
彼
に
と
っ
て
最
大
の

課
題
は
村
民
を
餓
死
か
ら
守
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
毎
年
洪
水
で
壊
さ

れ
る
用
水
路
を
直
す
こ
と
、
凶
作
に
備

え
米
を
貯
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら

を
成
し
遂
げ
た
。
そ
し
て
、
家
々
の
主

人
を
寺
に
集
め
日
頃
か
ら
質
素
倹
約
を

説
い
た
。
天
保
４
年
大
飢
饉
の
時
に
は

郷
庫
の
米
を
村
民
に
分
け
与
え
、
村
内

で
は
１
人
の
餓
死
者
も
出
さ
な
か
っ
た

と
い
う
。
備
荒
米
の
必
要
な
こ
と
を
村

人
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
絵
師
に
描
か

せ
た
掛
図
（
市
指
定
文
化
財
）
が
残
さ

れ
て
い
る
。

▽
平
成
元
年
10
月
１
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
「
鷹
巣
町
の
文
化
財
」「
文

化
財
総
合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業
」
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　（
古
文
書
）

○「
永
年
記
」

◇
所
在
地　
花
園
町
15̶

１

◇
管
理
者　
北
秋
田
市
教
育
委
員
会

　
　
平
成
25
年
度
高
齢
者
大
学
を
各
地
区
で

開
講
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

生
涯
学
習
課
・
各
公
民
館
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
運
営
費
は
い
ず
れ
も
千
円
で
す
。

■
高
鷹
大
学

テ
ー
マ　
「
仲
間
と
の
絆
を
深
め
、
と
も

に
学
ぼ
う
」

内
容　
全
体
講
座
な
ど
年
６
回
程
度
／
ク

ラ
ブ
活
動
は
月
１
〜
２
回

対
象　
55
才
以
上
の
方

受
付　

４
月
１
日（
月
）〜
４
月
16
日（
火
）

　
　
　
生
涯
学
習
課　
☎
62̶

１
１
３
０

■
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学

テ
ー
マ　
「
学
び
続
け
る
喜
び
の
発
見
と

仲
間
作
り
」

内
容　
年
８
回
実
施
の
予
定
（
学
習
会
、

移
動
研
修
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
な
ど
）

対
象　
55
才
以
上
の
方

受
付　

４
月
１
日（
月
）〜
４
月
19
日（
金
）

　
　
　
合
川
公
民
館　
☎
78̶

２
１
１
４

■
森
吉
大
学

テ
ー
マ　
「
続
・
新
た
な
生
き
が
い
に
挑

戦
し
て
み
よ
う
」

内
容　
年
６
回
実
施
の
予
定
（
講
演
会
、

移
動
研
修
、
学
習
会
な
ど
）

対
象　
55
才
以
上
の
方

受
付　

４
月
１
日（
月
）〜
４
月
25
日（
木
）

　
　
　
森
吉
公
民
館　
☎
72̶

３
２
５
９

■
阿
仁
生
き
活
き
大
学

テ
ー
マ　
「
仲
間
と
と
も
に
学
び
新
た
な

生
き
が
い
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
」

内
容　
年
６
回
実
施
の
予
定
（
講
演
会
、

移
動
研
修
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
）

対
象　
55
才
以
上
の
方

受
付　

４
月
１
日（
月
）〜
４
月
25
日（
木
）

　
　
　
阿
仁
公
民
館　
☎
82̶

２
２
２
０

■
母
と
子
の
わ
く
わ
く
広
場

　
入
園
前
（
満
１
歳
以
上
）
の
子
ど
も
と

保
護
者
を
対
象
に
、
親
子
で
身
体
を
動
か

し
た
り
、
遊
び
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
た
講
座
で
す
。

開
催
日　
毎
月
第
２
月
曜
日

た
だ
し
、
４
月
は
15
日
（
月
）
に
行
い
ま
す
。

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　
中
央
公
民
館

参
加
料　
無
料　
定
員　
30
組

　
公
民
館
を
使
用
す
る
団
体
で
、
今
年
度

「
公
民
館
使
用
料
減
免
登
録
証（
カ
ー
ド
）」

の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
は
、
各
公
民
館

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
度
交
付
さ
れ
た
団
体
で
あ
っ
て
も
、

新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

高
齢
者
大
学
受
講
生
募
集
！

申
問

各
大
学
と
も
５
月
開
講
で
す

▲市指定有形文化財「永年記」

地域の歴史文化を学ぶ
～合川ろばた講座～

　合川公民館主催の「ろばた講座」が３月７日、
合川農村環境改善センターで開かれ、60人あまり
が参加し講話に耳を傾けました。
　年３回開催されるこの講座は、「明日に向けた社
会学」を掲げた長年継続している市民公開講座です。
　今年度第３回目は、合川文化財保護協会と合川
地方史研究会の共催で、地元新田寺の保坂春聴住
職から講話をいただきました。
　保坂住職は、「地域にはそれぞれに歴史があり、
お寺の系統や地域行事などを辿ると、時代背景が ▲「しんでん寺？にった寺？」と題しての講話

甦る」と古い資料や言い伝えをひもときながら、
その奥深さと重要性をしみじみと語られました。

「子どもを『メシが食える大人』に育てる
～教育講演会 IN 北秋田市～

　教育講演会 IN 北秋田市が３月14日、文化会館
で開かれ、教育関係者や保護者など約400人の参
加者が子育てについて理解を深めました。
　講師の高濱正伸氏（花まる学習会代表）は、10
歳までの教育にこだわる独自の教育方針に基づい
た野外体験や学習会を173教室主宰しています。
　高濱氏は、自らのいじめられた経験談のほか、
教育について「どんな時代にも一人でメシが食え
る大人に育てるためには、母親の笑顔と心の安定
が重要。母親は命の中心であり、子育てに孤独を ▲「幼児期の親子の関係が大切」と高濱氏

感じる母親を、父親や地域が支えて行かなければ
ならない」などと説かれました。

文化遺産を観光資源に
～文化遺産保存活用シンポジウム～

　北秋田市文化遺産保存活用実行委員会（照内捷
二実行委員長）が主催する文化遺産保存活用シン
ポジウムが３月17日、東京藝術大学の枝川明敬教
授を講師に招き、コンベンションホール四季美館
で開催されました。
　『文化遺産を活かした地域活性化の取り組み』と
題した枝川教授の基調講演のほか、市文化遺産を
活かした観光振興・地域活性化事業により活動し
ている市内７地区の取り組みの紹介や、『地域のた
から・文化遺産の活かし方』についてのパネルディ ▲枝川教授の基調講演に聞き入る参加者の皆さん

スカッションが行われ、文化遺産の掘り起こしや
活かし方などについて意見交換が行われました。

母親だからできること

阿
仁
公
民
館

中
央
公
民
館
通
年
講
座
募
集

申
問

中
央
公
民
館　
☎
62̶

１
１
３
０

阿
仁
公
民
館

公
民
館
使
用
料
減
免
登
録
申
請

申
問

各
公
民
館

申
問

申
問

申
問

しんでん
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も
み

と

わ
た
る

ゆ
き
な

あ
さ
ひ

じ

み
ゆ

な
お

み
づ
き

み
ゆ
う

れ
ん

し
ょ
う
え
い

じ
ゅ

い
ち

ゆ
い
と

ふ
ゆ
み

り　
こ

ゆ
い

し
ゅ
か

ひ
か
る

ゆ
う

ま　
ほ

は
や
た

け
い
ご

あ
や
な

わ　
か　
ば

え
い
た

み
お
こ

み
え
こ

わ
か
な

ほ
の
か

▽
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文・読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
△

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

読
書
を
通
し

豊
か
な
人
間
性
と
考
え
る
力
を
育
む

読書感想画の特選作品紹介

木村陽奈さん（あいかわ保育園）
◇題名：きんのタマゴをうむニワ
　　　　トリをつかまえたよ
　書名：ジャックとまめのき　　
　

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

※
受
賞
作
品
の
一
部
（
感
想
文
は

入
選
、
感
想
画
は
佳
作
以
上
）
は
、

作
品
集
「
読
書
の
あ
と
で
」
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
立
図
書
館

及
び
公
民
館
図
書
室
な
ど
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
読
書
を
通
じ
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

  

今
年
度
は
、
読
書
感
想
文
部
門
で
、
特
選

５
点
、
入
選
18
点
、
佳
作
26
点
が
、
ま
た
、

読
書
感
想
画
部
門
で
、
特
選
６
点
、
入
選

20
点
、
佳
作
31
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
入
賞
者
が
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
り
、
三
澤
仁
教
育
長
が
一
人
一
人
に
表

彰
状
を
授
与
。

　
続
い
て
、
感
想
文
部
門
で
佐
藤
洋
子
審

査
委
員
長
（
合
川
北
小
学
校
長
）
が
、
感

想
画
部
門
で
木
村
伸
審
査
委
員
長
（
大
館

市
立
東
中
学
校
教
頭
）
が
審
査
結
果
を
講
評
。

　
そ
の
後
、
入
賞
者
を
代
表
し
、
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
小
学
校
の
部
特
選
の
神
成
紗
弥
さ

ん（
浦
田
小
３
年
）と
工
藤
歩
乃
佳
さ
ん（
合

川
東
小
６
年
）
が
受
賞
作
品
を
朗
読
し
、
読

書
で
得
た
感
動
を
来
場
者
に
伝
え
ま
し
た
。

【
小
学
校
３
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「
つ
な
げ
た
い
命
の
リ
レ
ー
」

神
成
紗
弥
（
浦
田
小
）

▽
入
選　
馬
淵
巌
士
（
鷹
巣
小
）　
山
田
実

歩
（
鷹
巣
南
小
）

▽
佳
作　
千
葉
音
陽
（
鷹
巣
小
）　
出
雲
大

翔
（
鷹
巣
東
小
）　
疋
田
航
（
鷹
巣
東
小
）

金
澤
き
ら
ら
（
同
）　
川
島
帆
南
（
鷹
巣
中

央
小
）　
簾
内
佑
希
菜
（
鷹
巣
西
小
）
工
藤

葵
（
合
川
東
小
）

【
小
学
校
４
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「
わ
た
し
も
コ
コ
ロ
の
し
ゅ
行
中
」 

藤
本
陽
向
（
浦
田
小
）

▽
入
選　
津
谷
智
子
（
鷹
巣
小
）　
三
沢
紅

葉
（
綴
子
小
）　
柴
田
和
希
（
浦
田
小
）　

▽
佳
作　
三
上
き
ら
り
（
鷹
巣
小
）
小
坂

朝
陽
（
鷹
巣
東
小
）　
佐
藤
羽
寿
（
鷹
巣
中

央
小
）　
長
岐
光
瑠
（
鷹
巣
南
小
）　
松
浦

初
奈
（
前
田
小
）　

【
小
学
校
５
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「
ぼ
く
ら
と
の
つ
な
が
り
」　

安
井
陽
菜
（
鷹
巣
中
央
小
）

▽
入
選　
津
嶋
怜
（
綴
子
小
）　
庄
司
和
奏

（
鷹
巣
中
央
小
）　

▽
佳
作　
長
谷
川
萌
（
鷹
巣
小
）　
和
田
勝

真
（
鷹
巣
東
小
）　
吉
田
紗
綾
（
鷹
巣
南
小
）

佐
藤
茉
子
（
合
川
東
小
）　

【
小
学
校
６
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「
自
分
へ
の
挑
戦
」
工
藤
歩
乃
佳

（
合
川
東
小
）

▽
入
選　
村
上
栞
菜
（
鷹
巣
東
小
）　
佐
藤

槙
（
鷹
巣
中
央
小
）　
木
村
賢
太
郎
（
合
川

北
小
）

▽
佳
作　
工
藤
千
翔
（
綴
子
小
）　
奥
山
容

子
（
米
内
沢
小
）　
佐
藤
優
輝
（
合
川
北
小
）

【
中
学
校
１
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「
家
族
の
絆
」　
吉
田
美
思
（
鷹

巣
中
）

▽
入
選　
中
嶋
千
夏
（
鷹
巣
南
中
）　
三
澤

芽
吹
（
同
）　
浪
岡
幸
奈
（
合
川
中
）

▽
佳
作　
成
田
真
直
（
鷹
巣
中
）　
福
森
樹

（
阿
仁
中
）　
菊
地
咲
希
（
合
川
中
）　

【
中
学
校
２
年
生
の
部
】

▽
入
選　
茂
内
花
歩
（
鷹
巣
中
）　
佐
藤
柚

花
（
鷹
巣
南
中
）　
佐
藤
美
侑
（
阿
仁
中
）

▽
佳
作　
成
田
菜
生
（
鷹
巣
南
中
）　
鎌
田

偉
大
（
阿
仁
中
）　
廣
瀬
未
央
子
（
同
）　

【
中
学
校
３
年
生
の
部
】

▽
入
選　
工
藤
希
美
子
（
鷹
巣
中
）　

【
高
校
・
一
般
の
部
】

▽
入
選　
中
嶋
美
枝
子
（
脇
神
）　

▽
佳
作　
藤
田
淳
（
材
木
町
）

【
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部
】

▽
特
選　
高
橋
春
菜
（
あ
い
か
わ
保
育
園
）

木
村
陽
奈
（
同
）

▽
入
選　
倉
内
日
向
（
鷹
巣
中
央
保
育
園
）

富
樫
佑
成
（
同
）　
春
日
絢
葉
（
鷹
巣
東
保

育
園
）　
柳
谷
匠
美
（
同
）　
松
岡
佑
（
あ
い

か
わ
保
育
園
）　
小
塚
翔
惺（
南
鷹
巣
保
育
園
）

▽
佳
作　
秩
父
永
真
（
た
か
の
す
幼
稚
園
）

佐
藤
優
月
（
同
）　
日
下
部
樹
（
鷹
巣
東
保

育
園
）　
佐
藤
凪
（
米
内
沢
保
育
園
）　
石

野
巻
昇
平（
前
田
保
育
園
）　
笹
本
航
佑（
阿

仁
合
保
育
園
）　
松
橋
美
悠
（
大
阿
仁
保
育

園
）　
吉
田
有
佑
（
あ
い
か
わ
保
育
園
）　

佐
藤
和
夏
（
同
）　
津
谷
和
奏
（
認
定
こ
ど

も
園
し
ゃ
ろ
ー
む
）　
鍋
倉
孝
太
郎
（
南
鷹

巣
保
育
園
）　
布
田
陽
色
（
七
日
市
保
育
園
）

や
ま
う
ち
こ
う
し
ゅ
ん
（
綴
子
保
育
園
）　

み
う
ら
ゆ
う
き
（
同
）

【
小
学
校
１
年
生
の
部
】

▽
特
選　
松
尾
息
吹
（
鷹
巣
東
小
）

泉
谷
優
奈
（
米
内
沢
小
）　

▽
入
選　
中
牧
恭
也
（
鷹
巣
東
小
）　
松
尾

有
翔
（
同
）　
松
尾
里
咲
（
同
）　
成
田
春

音
（
鷹
巣
西
小
）　
松
橋
七
羽
（
米
内
沢
小
）

近
藤
優
菜
（
同
）　

▽
佳
作　
こ
さ
か
あ
き
ら
（
鷹
巣
小
）　　

中
山
か
な
ん
（
同
）　
つ
じ
む
つ
き
（
同
）

澤
口
梨
乃
彩（
米
内
沢
小
）　
加
賀
宏
海（
浦

田
小
）　
片
岡
歩
希
（
前
田
小
）　
片
岡
隼

人
（
阿
仁
合
小
）　
浪
岡
心
月
（
合
川
東
小
）

加
藤
翠
夕
（
合
川
小
）

【
小
学
校
２
年
生
の
部
】

▽
特
選　
津
谷
こ
こ
ろ
（
鷹
巣
西
小
）　

田
口
蓮
（
大
阿
仁
小
）

▽
入
選　
今
川
奨
瑛
（
鷹
巣
小
）　
石
黒
寿

一
（
同
）　
堀
部
維
人
（
綴
子
小
）　
花
田

冬
美
（
同
）　
鎌
田
莉
子
（
鷹
巣
南
小
）　

伊
藤
結
依
（
同
）　
舘
岡
朱
夏
（
米
内
沢
小
）

佐
藤
光
（
大
阿
仁
小
）

▽
佳
作　
髙
井
悠
（
鷹
巣
小
）　
岩
谷
真
帆

（
鷹
巣
東
小
）　
工
藤
颯
太
（
鷹
巣
中
央
小
）

芳
賀
圭
悟
（
同
）　
近
藤
彩
那
（
鷹
巣
南
小
）

金
和
香
羽
（
米
内
沢
小
）　
藤
本
詠
太
（
浦

田
小
）　
三
浦
和
佳
奈
（
前
田
小
）

げ
ん
と

ゆ  

き  

な

さ
や

み

ほ
な
み

ゆ
う
き

あ
お
い

ひ
な
た

と
も
こ

か
ず
き

ひ
か
る

う
す
み

め
ぶ
き

 
ね  

お

ひ
な

だ
い

れ
い

も
え

さ
や

ま
こ

わ
か
な

し
ょ
う

か
ん
な

こ
ず
え

ち
か

こ

み
こ
と

さ
き

ま
さ

ち
な
つ

こ
う
だ
い

け
ん
た
ろ
う

か
ほ

ゆ
ず

き
み
こ

じ
ゅ
ん

ゆ
う
せ
い

え
い
し
ん

た
す
く

ま
さ
な
お

み
ゆ

た
く
み

し
ょ
う
せ
い

ひ
な

ひ
な
た

は
る
な

あ
や
は

い
つ
き

し
ょ
う
へ
い

わ
か
なこ

う
た
ろ
う

は
や

と

わ　
か

い
ぶ
き

ゆ
な

ゆ　
う

ゆ
づ
き

り
さ

ゆ
う
と

り
の
あ

な
の
は

ゆ
う
な

は
る

な
ぎ

こ
う
す
け

ひ
ろ
み

ほ
ま
れ

と

ほに
い
な

ま

き
ょ
う
や

は

ひ
い
ろ

津谷こころさん（鷹巣西小２年）
◇題名：わたしもかぶってみた
　　　　あい！
　書名：ミリーのすてきなぼうし　
　　

松尾息吹さん（鷹巣東小１年）
◇題名：いたいよぉ～　やめて
　　　　よぉ～！
　書名：じごくのそうべえ　　　

田口蓮さん（大阿仁小学校２年）
◇題名：ゆめの中のパンのまち
　書名：ビックパーン

読
書
の
あ
と
で
・・・・感
動
を
絵
と
作
文
で
表
現

読
書
の
あ
と
で
・・・・感
動
を
絵
と
作
文
で
表
現

読
書
の
あ
と
で
・・・・感
動
を
絵
と
作
文
で
表
現

　
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
２
月
23
日
、
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

各
部
門
の
入
賞
者
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
度
の
読
書
感
想
文
部
門
に
は
小
・
中
学
生
、
一
般
か
ら
１
３
２
点
、
感
想

画
部
門
に
は
幼
稚
園
・
保
育
園
及
び
小
学
校
１
・
２
年
生
か
ら
４
４
３
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

高橋春菜さん（あいかわ保育園）
◇題名：〈いちばんぼしごうにのって〉みんな
　　　　でゆうえんちにいきたいな
　書名：わんぱくだんのはしれ！いちばんぼし　
　　

泉谷優奈さん（米内沢小１年）
◇題名：あさがおとおしゃべり
　書名：アサガオ　　　

い
つ
き

▲教育長から表彰を受ける感想画
コンクールの入賞者
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同
校
は
、
明
治
８
年
10
月
に
浦
田
学
校

と
し
て
創
立
さ
れ
、
同
20
年
に
浦
田
尋
常

小
学
校
、
昭
和
17
年
に
浦
田
国
民
学
校
、

同
22
年
に
浦
田
小
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。
同
27
年
に
は
現
在
地
へ
４
代
目
の
校

舎
が
新
築
さ
れ
、
同
30
年
に
は
創
立
80
周

年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
校
歌
、
校
章
、

校
旗
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
31
年
、
町
村
合
併
に
よ
り
米
内
沢

町
立
か
ら
森
吉
町
立
浦
田
小
学
校
と
な
り
、

同
50
年
に
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
、
平
成
４
年
に
は
５
代
目
と
な

る
木
造
平
屋
建
て
の
現
校
舎
が
完
成
し
ま

し
た
。
同
８
年
か
ら
は
児
童
減
少
の
た
め

複
式
学
級
が
設
置
さ
れ
、
同
17
年
３
月
、

市
町
村
合
併
に
よ
り
北
秋
田
市
立
浦
田
小

学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
立
浦
田
小
学
校
（
神
成
寿
寛
校
長
、
児
童
数
21
人
）
が
市
の
学
校
再
編
に
伴
い
、

３
月
末
日
で
１
３
７
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
閉
校
式
は
３
月
16
日
、

同
校
で
行
わ
れ
、
児
童
や
教
職
員
を
は
じ
め
、
卒
業
生
、
地
域
住
民
な
ど
約
１
８

０
人
が
出
席
し
小
学
校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
地
域
と
と
も
に
あ
っ
た
同
校
の

歴
史
と
伝
統
は
、
米
内
沢
小
学
校
と
前
田
小
学
校
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
立
浦
田
小
学
校 

閉
校
式

明
治
８
年

22
年

23
年

44
年

大
正
８
年

11
年

昭
和
16
年

22
年

27
年

30
年

31
年

39
年

42
年

48
年

50
年

56
年

60
年

61
年

63
年

平
成
４
年

５
年

７
年

８
年

９
年

10
年

16
年

17
年

25
年

郷
倉
敷
地
内
に
民
家
を
買
収
、
浦
田
学
校
創
立

小
学
校
令
施
行
、
浦
田
尋
常
小
学
校
と
な
る

校
舎
改
築

学
校
令
改
正
、
義
務
年
限
６
年
と
な
る

前
田
村
か
ら
の
委
託
児
童
（
桂
瀬
）
前
田
小
学
校
へ

学
区
編
成
替
え
で
寄
延
地
区
児
童
、
米
内
沢
小
学
校
へ

新
校
舎
竣
工
（
所
在
地　
浦
田
家
の
後
）

国
民
学
校
令
施
行
、
浦
田
国
民
学
校

米
内
沢
町
立
浦
田
小
学
校
と
な
る

新
校
舎
竣
工
（
所
在
地　
浦
田
上
岱
５
）

80
周
年
記
念
式
典
挙
行
（
校
歌
・
校
章
・
校
旗
完
成
）

町
村
合
併
に
よ
り
森
吉
町
立
浦
田
小
学
校
と
な
る

浦
田
小
学
校
後
援
会
結
成

新
ス
キ
ー
場
完
成

桂
瀬
地
区
児
童
浦
田
小
学
校
へ

１
０
０
周
年
記
念
式
典
挙
行
（
記
念
造
園
・
植
樹
）

遊
具
設
置
拡
張
作
業
（
浦
小
ラ
ン
ド
と
命
名
）

日
本
造
形
教
育
研
究
会
受
賞

創
立
１
１
０
周
年
記
念
ス
キ
ー
場
ヒ
ュ
ッ
テ
完
成

ス
キ
ー
場
に
ア
ン
バ
ー
リ
フ
ト
設
置

５
代
目
と
な
る
浦
田
小
学
校
新
校
舎
完
成

浦
田
小
学
校
新
校
舎
落
成
式
・
祝
賀
会

１
２
０
周
年
記
念
式
典
挙
行

交
通
安
全
優
良
校
と
し
て
全
国
表
彰

全
国
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展
学
校
賞
受
賞

浦
田
小
学
校
の
歌
「
み
ん
な
の
う
ら
山
」
完
成

１
３
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
浦
小
ラ
ン
ド
整
備

市
町
村
合
併
に
よ
り
北
秋
田
市
立
浦
田
小
学
校
に
な
る

北
秋
田
市
立
浦
田
小
学
校
閉
校

浦
田
小
学
校
の
沿
革

▲校庭の一角に建立された記念碑。表に
校歌、裏に学校の沿革が刻まれています

特集：浦田小学校閉校　地域とともに育んだ１３７年

地
域
と
と
も
に
育
ん
だ
１
３
７
年
　
同
校
周
辺
の
「
う
ら
や
ま
」
と
呼
ば
れ

る
山
林
は
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
や
、

身
近
に
動
植
物
と
触
れ
合
え
る
勉
強
の
場

と
し
て
、
季
節
毎
に
い
ろ
い
ろ
な
顔
を
持

ち
や
さ
し
く
語
り
か
け
、
児
童
の
成
長
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
う
ら
や
ま
を

は
じ
め
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
同
校
で

は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

数
々
の
輝
か
し
い
栄
光
を
刻
み
な
が
ら
、

そ
の
歴
史
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
代
に
は
、
２
０
０
人
近
く
い

た
児
童
数
も
過
疎
化
や
少
子
化
の
影
響
で

年
々
減
少
し
、
平
成
８
年
度
か
ら
は
複
式

学
級
で
の
ク
ラ
ス
編
制
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
送
り
出
し
た
同
校
の

卒
業
生
は
２
１
８
７
人
で
す
。

　
同
時
に
行
わ
れ
た
閉
校
式
、
並
び
に
卒

業
式
、
修
了
式
に
は
、
児
童
や
地
域
住
民

を
含
め
約
１
８
０
人
が
出
席
。
は
じ
め
に

津
谷
永
光
市
長
が
「
浦
田
小
学
校
は
在
校

生
、
卒
業
生
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
皆
様

に
と
っ
て
大
切
な
心
の
拠
り
所
で
あ
る
と

と
も
に
、
市
に
と
り
ま
し
て
も
地
域
の
に

ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
、
文
化
の
発
展
を
も

た
ら
す
重
要
な
拠
点
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
地
域
全
体
で
育
ん
で
き
た
信
頼

関
係
は
、
こ
の
学
校
の
歴
史
と
伝
統
と
と

も
に
地
域
に
し
っ
か
り
と
根
付
き
、
次
世

代
に
引
き
継
が
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
」
な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
神
成
校
長
は
「
皆
さ
ん
は
、
人
と
し
て

正
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
基
礎
、
基
本

を
力
い
っ
ぱ
い
学
び
取
り
、
部
活
動
で
は
、

恵
ま
れ
た
素
質
と
努
力
で
す
ば
ら
し
い
成

績
を
収
め
、
小
さ
な
学
校
で
も
が
ん
ば
れ

ば
で
き
る
と
い
う
自
信
と
勇
気
、
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
浦
田
小
学
校
で
の

素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
長
年
に
わ
た
る
愛

情
、
浦
田
地
区
の
教
育
に
懸
け
る
強
い
信

念
と
志
は
永
遠
に
語
り
継
が
れ
、
新
し
い

明
日
へ
向
か
っ
て
羽
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
、

そ
し
て
地
域
の
皆
様
の
心
の
支
え
に
な
る

も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

に
ぎ
わ
い
、
文
化
の
発
展
を
も
た
ら
す

重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た　
　

津
谷
市
長

教
育
に
懸
け
る
強
い
信
念
と
志
は
永
遠

に
語
り
継
が
れ
る　
　
　
　

神
成
校
長

　
久
住
昭
宏
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
藤
田
良
博
県

教
育
庁
北
教
育
事
務
所
長
、
佐
藤
吉
次
郎

市
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
児
童

全
員
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
「
あ
り
が
と

う
浦
田
小
学
校
」の
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
、
神
成
校
長
が
津
谷
市

長
に
校
旗
を
返
納
、
出
席
者
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
１
３
７
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。

　
式
典
後
、
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
児
童
全
員
よ
る
劇
「
み
ん
な
の
浦
小
物

　
　
　
　
　
　
作
詞
　
山
田
　
千
之

　
　
　
　
　
　
作
曲
　
小
野
崎
晋
三

一
、
明
け
ゆ
く
　
峰
の
呼
ぶ
と
こ
ろ

　
　
若
草
丘
の
　
学
び
や
に

　
　
い
ま
　
父
母
の
歌
声
を

　
　
伝
え
て
清
く
　
ほ
が
ら
か
な

　
　
ひ
と
み
に
光
る
　
あ
あ
の
ぞ
み

　
　
浦
田
よ
　
わ
れ
ら
が
ゆ
り
か
ご
よ

二
、
阿
仁
川
つ
ね
に
　
新
し
く

　
　
大
空
う
つ
す
　
み
ち
び
き
に

　
　
い
ざ
　
ゆ
く
て
へ
と
足
音
を

　
　
連
ね
て
強
く
　
た
ゆ
み
な
く

　
　
み
の
り
に
勇
む
　
あ
あ
力

　
　
浦
田
よ
　
わ
れ
ら
が
ふ
る
さ
と
よ

三
、
真
心
こ
め
た
　
花
園
の

　
　
幸
い
告
げ
る
　
い
ろ
ど
り
に

　
　
お
お
み
つ
ば
ち
の
　
働
き
を

　
　
学
び
て
高
く
　
美
し
く

　
　
心
を
み
が
く
　
あ
あ
さ
け
び

　
　
浦
田
よ
　
わ
れ
ら
が
は
ば
た
き
よ

　
　 校 

歌

▲神成校長から津谷市長に校旗が返納
されました

地
域
と
と
も
に
育
ん
だ
１
３
７
年

地
域
と
と
も
に
育
ん
だ
１
３
７
年

語
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
校
庭
で
は
、
閉
校
を
記
念
し
て
建
立
さ

れ
た
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
碑
に
は
表
に
同
校
の
校
歌
の
歌
詞
、

裏
面
に
は
沿
革
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

は
「
思
い
出
を
語
る
会
」
が
開
か
れ
、
卒
業

生
や
旧
職
員
、
地
域
の
方
々
な
ど
約
１
４
０

人
が
参
加
し
、
歴
史
と
伝
統
を
振
り
返
り
な

が
ら
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。 

閉校
記念特集

浦田小学校

最後の卒業式と閉校式を行い137年の
歴史に幕を下ろした市立浦田小学校

　閉校式での呼びかけでは、５年生以下の児童が「浦田小学校の友だちとの別れ、
新しい友だちとの出会い。ぼくたちは胸をはって前へ進みます」、６年生は「浦田小
学校最後の卒業生として誇りを持って新しい未来に羽ばたきます」とそれぞれ決意
を述べ、学び舎に別れを告げました。

　閉校式での呼びかけでは、５年生以下の児童が「浦田小学校の友だちとの別れ、
新しい友だちとの出会い。ぼくたちは胸をはって前へ進みます」、６年生は「浦田小
学校最後の卒業生として誇りを持って新しい未来に羽ばたきます」とそれぞれ決意
を述べ、学び舎に別れを告げました。

か

か
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北秋田市の組織一覧

総務係（62̶1111）／危機管理係（62̶6602）
政策係（62̶6606）／広報係（62̶6608）／国民文化祭係（62̶8002）
（82̶2114）
財政係（62̶6607）／管財係（62̶6603）／電算システム係（72̶5234）
市税係（62̶1116）／収納係（62̶1115）
環境係（62̶1110）／地域推進係（62̶6628）／クリーンリサイク
ルセンター（63̶2343）
市民係（62̶1114）／国保年金係（62̶1118）
市民生活係（78̶2100）
市民生活係（72̶3111）／前田出張所（75̶2111）
市民生活係（82̶2111）／大阿仁出張所（84̶2311）
保護係（62̶1113）／地域障がい福祉係（62̶6637）／こども福祉
係（62̶6638）／市内７保育園
介護保険係（62̶1112）／高齢福祉係（62̶6639）／地域包括支援
センター（69̶7061）／ひまわりの家（78̶4025）
地域医療係（62̶6626）／市内３診療所
健康推進係（62̶6666）
農業振興係（72̶3114）／林業振興係（72̶5241）
商工労働係（72̶3112）／観光振興係（72̶5243）
都市計画住宅係（72̶5246）
管理係（72̶3116）／工務係（72̶5244）
業務係（72̶3113）／水道係（72̶5247）／下水道係（72̶5248）
（62̶6604）
総務係（62̶6616）／たかのす幼稚園／市内４学校給食センター
義務教育係（62̶6617）／市内13小学校／市内５中学校
生涯学習係（62̶1130）／合川公民館（78̶2114）／森吉公民館
（72̶3259）／阿仁公民館（82̶2220）／文化係（62̶6618）／文化
会館（62̶3311）／鷹巣図書館（62̶3311）
スポーツ係（62̶3800）

 （62̶1119）
 森吉分署（72̶3119）／阿仁分署（82̶2119）／合川分署（78̶2119）
 ／上小阿仁分署（77̶2250）

総　務　部

財　務　部

市民生活部

健康福祉部

産　業　部

建　設　部

教育委員会
事務局

消 防 本 部

議会事務局

農業委員会事務局

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

平成25年４月１日から次のとおり名称が変わります
北秋田市の組織一覧

▲木造２階建旧校舎の航空写真
　　　（４代目校舎：昭和27年～平成４年）

▲浦田尋常小学校尋常科第５･６学年
　皇太子殿下御誕生記念集合写真（昭和９年）

▲足袋を履くのが主流だった当時の運動会
の入場行進（昭和40年代）

　
最
後
の
運
動
会
で
堂
々
と
入
場

行
進
す
る
児
童
（
平
成
24
年
５
月
）

▲

▲阿仁川浦田橋付近での川遊び
　　　　　２･５年生の校外授業で（昭和27年）

▲太平湖の遊覧船に乗って小又峡へなべっ
こ遠足（昭和50年代）

▲教室で牛乳とパンをおいしそうに食べる給食
時間の様子（昭和50年代）

　
浦
田
神
社
で
毎
年
行
わ
れ
て
い

た
校
内
相
撲
大
会
（
平
成
３
年
）

▲

浦
田
小
学
校
　
思
い
出
の
写
真

浦
田
小
学
校
　
思
い
出
の
写
真

部署名 課　名 係名と電話番号

総務課
総合政策課
内陸線再生支援室
財政課
税務課

生活課

市民課
合川総合窓口センター
森吉総合窓口センター
阿仁総合窓口センター

福祉課

高齢福祉課

医療推進課
健康推進課
農林課
商工観光課
都市計画課
建設課
上下水道課
会計課
総務課
学校教育課

生涯学習課

スポーツ振興課
総務課／予防課／警防課（62̶1119）
北秋田市消防署

分署

（62̶6624）
（62̶6609）
（62̶6614）
（62̶6610）
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人事異動 人　
事　
異　
動

■
総
務
部

▼
総
務
課
／
総
務
係
＝
☆
金
澤
誠
（
総

務
課
）・
成
田
則
和
・
津
谷
尚
志
／
危

機
管
理
係
＝
金
英
則

▼
総
合
政
策
課
／
政
策
係
＝
戸
沢
元
継

／
広
報
係
＝
村
形
晴
樹
／
国
民
文
化
祭

係
＝
☆
米
澤
田
茂
（
総
務
課
）・
長
崎

剛
征

■
財
務
部

▼
財
政
課
／
管
財
係
＝
☆
館
山
操
（
生

涯
学
習
課
）・
神
成
環

▼
税
務
課
／
課
長
＝
中
嶋
健
文
（
税
務

課
）
／
市
税
係
＝
☆
藤
野
義
則
（
財
政

課
）
／
収
納
係
＝
☆
伊
多
波
清
一
（
税

務
課
）・
細
田
昌
史

■
市
民
生
活
部

▼
生
活
課
／
課
長
＝
佐
藤
浩
（
生
活
課
）

／
環
境
係
＝
☆
佐
藤
信
也
（
福
祉
課
）・

畠
山
裕
尚
／
地
域
推
進
係
＝
☆
原
兵
誠

（
農
林
課
）

▼
市
民
課
／
課
長
＝
斎
藤
修
（
監
査
委

員
事
務
局
）
／
市
民
係
＝
櫻
井
條
史
／

国
保
年
金
係
＝
☆
佐
藤
伸
（
選
挙
管
理

委
員
会
）・
髙
橋
将
智

▼
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー

長
＝
近
藤
豊
（
都
市
計
画
課
）
／
市
民

生
活
係
＝
☆
小
笠
原
千
春
（
合
川
総
合

窓
口
セ
ン
タ
ー
）・
戸
嶋
拓
志

▼
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー

長
＝
工
藤
清
隆
（
商
工
観
光
課
）
／
市

民
生
活
係
＝
加
賀
光
也
・
松
橋
佳
子
／

前
田
出
張
所
＝
杉
渕
典
子

▼
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
市
民
生

活
係
＝
中
嶋
せ
い
子
・
佐
藤
昌
博
・
武

石
安
弘
／
大
阿
仁
出
張
所
＝
☆
佐
藤
洋

子■
健
康
福
祉
部

▼
福
祉
課
／
保
護
係
＝
高
橋
浩
二
／
地

域
障
が
い
係
＝
☆
鈴
木
博
幸
（
市
民
課
）

／
こ
ど
も
福
祉
係
＝
明
石
麗
子
／
鷹
巣

東
保
育
園
＝
若
松
幸
美
／
あ
い
か
わ
保

育
園
＝
藤
島
麻
有
子
・
田
中
朋
子
／
米

内
沢
保
育
園
＝
柴
田
洋
子
・
片
岡
八
千

代
／
前
田
保
育
園
＝
菊
地
久
美
子
／
大

阿
仁
保
育
園
＝
☆
大
高
清
子
（
米
内
沢

保
育
園
）

▼
高
齢
福
祉
課
／
課
長
＝
小
笠
原
吉
明

（
総
務
課
）
／
高
齢
福
祉
係
＝
佐
藤
晋

／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
＝
☆
小
嶋

美
喜
子
（
米
内
沢
診
療
所
）・
佐
藤
ひ

と
み
・
津
谷
侑
希

▼
医
療
推
進
課
／
地
域
医
療
係
＝
小
笠

原
啓
仁
／
阿
仁
診
療
所
＝
菊
池
恵
美
子

▼
健
康
推
進
課
／
課
長
＝
渡
辺
幸
子

（
生
活
課
）
／
健
康
推
進
係
＝
木
村
由

美
子
・
佐
藤
薫

■
産
業
部

▼
農
林
課
／
農
業
振
興
係
＝
小
塚
重
光

・
松
橋
康
浩
／
林
業
振
興
係
＝
☆
金
澤

聡
志
（
建
設
課
）・
成
田
周
英
・
柴
田

亨▼
商
工
観
光
課
／
商
工
労
働
係
＝
☆
片

岡
清
巳
（
税
務
課
）・
佐
藤
元
気
／
観

光
振
興
係
＝
☆
藤
原
甚
英
（
福
祉
課
）

■
建
設
部

▼
都
市
計
画
課
／
都
市
計
画
住
宅
係
＝

☆
佐
藤
敏
文
（
農
林
課
）

▼
建
設
課
／
管
理
係
＝
金
田
孝
志
／
工

務
係
＝
☆
水
木
正
範
（
上
下
水
道
課
）

▼
上
下
水
道
課
／
業
務
係
＝
成
田
章
子

／
水
道
係
＝
福
田
俊
之
・
冨
谷
和
史
／

下
水
道
係
＝
岸
野
公
年
・
藤
島
幸
広

市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
の
異
動
に
あ
た
っ
て
は
、「
北
秋
田
市
」
を
発
信
す
る

機
会
で
あ
る
国
民
文
化
祭
や
伊
勢
堂
岱
遺
跡
世
界
遺
産
登
録
の
体
制

の
構
築
を
図
り
な
が
ら
、
定
員
適
正
化
計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
る

こ
と
を
方
針
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
25
年
4
月
1
日
職
員
数　
５
１
４
人

　
退
職
28
人　
採
用
21
人
（
一
般
職
16
人　
消
防
５
人
）　

　
異
動
規
模
１
５
５
人
（
昇
格
者
を
含
む
）　

　
※
班
か
ら
係
へ
の
名
称
変
更
に
伴
う
も
の
は
含
ん
で
い
ま
せ
ん

■
会
計

▼
会
計
課
／
淡
路
純
子

■
教
育
委
員
会
事
務
局

◎
政
策
監
兼
学
校
教
育
課
長
＝
遠
藤
元

博
（
県
教
育
委
員
会
）

▼
総
務
課
／
課
長
＝
松
橋
久
司
（
学
校

教
育
課
）
総
務
係
＝
佐
藤
稚
子
／
た
か

の
す
幼
稚
園
＝
☆
成
田
誠
子
（
た
か
の

す
幼
稚
園
）

▼
学
校
教
育
課
／
義
務
教
育
係
＝
☆
出

川
英
章
（
県
教
育
委
員
会
）☆
畠
山
誠

（
学
校
教
育
課
）・
北
林
直
樹
／
大
阿
仁

小
学
校
＝
湊
秀
次

▼
生
涯
学
習
課
／
生
涯
学
習
係
＝
金
田

成
・
櫻
田
正
明
・
木
村
千
春
／
森
吉
公

民
館
＝
福
田
い
ず
み
／
阿
仁
公
民
館
＝

福
嶋
智
美
／
文
化
係
＝
☆
三
浦
仁
作

（
生
涯
学
習
課
）・
平
川
貴
章

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
／
課
長
＝
土
佐
良

成
（
財
政
課
）
／
ス
ポ
ー
ツ
係
＝
☆
櫻

田
義
信
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）・
佐
藤

裕
和

■
農
業
委
員
会
事
務
局

▼
金
田
浩
樹

■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▼
☆
中
嶋
正
広
（
上
下
水
道
課
）

■
監
査
委
員
事
務
局

▼
☆
湯
沢
栄
治
（
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
）

■
消
防
本
部

▼
総
務
課
／
中
嶋
伸
博

▼
予
防
課
／
課
長
＝
笹
代
初
生
（
北
秋

田
市
消
防
署
）

▼
北
秋
田
市
消
防
署
／
副
署
長
＝
成
田

忠
男
（
北
秋
田
市
消
防
署
）
／
☆
中
嶋

誠
（
森
吉
分
署
）・
柴
田
春
樹
・
千
葉
久
・

佐
藤
一
彦
・
木
村
亮
太

▼
森
吉
分
署
／
☆
武
石
博
（
上
小
阿
仁

分
署
）・
成
田
佑
吾
・
金
誠
治
・
明
石

知
也

▼
阿
仁
分
署
／
小
林
孝
広
・
高
堰
大
作
・

鈴
木
和
明

▼
合
川
分
署
／
神
成
昭
仁
・
金
田
平
・
畠

山
充

▼
上
小
阿
仁
分
署
／
小
塚
儀
彦
・
藤
本

誠
・
近
藤
大
斗
・
高
坂
優
輝

■
総
務
部
付
職
員
…
〈  

〉
は
派
遣
先

▼
藤
田
学
〈
秋
田
県
企
画
振
興
部
市
町

村
課
〉・
北
林
靖
人
〈
秋
田
県
地
方
税
滞

納
整
理
機
構
〉・
武
藤
晋
〈
秋
田
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
〉・
永
坂
洋

男
〈
秋
田
県
観
光
連
盟
〉・
佐
藤
美
穂
・

岸
野
奏
子

■
新
規
採
用
職
員
…
〈  

〉
は
配
属
先

▼
市
長
部
局
及
び
教
育
委
員
会
部
局
／

堀
内
麻
有
子
〈
総
務
課
総
務
係
〉・
鈴

木
祥
仁
〈
財
政
課
財
政
係
〉・
櫻
田
亮

平
〈
税
務
課
市
税
係
〉・
湯
瀬
政
樹
〈
税

務
課
収
納
係
〉・
小
林
雅
臣
〈
生
活
課

環
境
係
〉・
桜
庭
由
貴
〈
生
活
課
地
域

推
進
係
〉・
杉
渕
亜
希
〈
市
民
課
市
民

係
〉・
赤
石
祐
介
〈
福
祉
課
保
護
係
〉・

藤
嶋
沙
緒
理
〈
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険

係
〉・
佐
藤
大
志
〈
農
林
課
農
業
振
興

係
〉・
吉
田
将
偉
〈
都
市
計
画
課
都
市

計
画
住
宅
係
〉・
小
笠
原
大
輔
〈
建
設

課
工
務
係
〉・
伊
東
裕
祐
〈
生
涯
学
習

課
森
吉
公
民
館
〉・
小
塚
篤
史
〈
生
涯

学
習
課
文
化
係
〉

▼
消
防
本
部
（
消
防
吏
員
）
／
津
谷
翔

〈
北
秋
田
市
消
防
署
〉・
畠
山
光
大
〈
上

小
阿
仁
分
署
〉・
成
田
聖
仁
〈
合
川
分

署
〉・
三
沢
慶
太
〈
阿
仁
分
署
〉・
松
橋

皇
成
〈
森
吉
分
署
〉

■
秋
田
県
教
育
委
員
会
帰
任（
３
月
31
日
付
）

▼
山
本
英
幸
（
学
校
教
育
課
長
）・
佐
々

木
馨
（
学
校
教
育
課
主
幹
）

■
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

▼
木
村
知
剛
（
税
務
課
長
）・
吉
田
喜

代
志
（
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
長
）・

疋
田
隆
一
（
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

主
幹
）・
森
川
光
晴
（
森
吉
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
長
）・
畠
山
千
鶴
子
（
森
吉

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
参
事
）・
石
川
真

幸
美
（
大
阿
仁
出
張
所
主
幹
）・
三
上

純
治
（
健
康
福
祉
部
長
）・
佐
藤
ム
ツ

子
（
福
祉
課
主
幹
）・
松
橋
幸
子
（
大

阿
仁
保
育
園
主
幹
）・
斉
藤
彦
志
（
健

康
推
進
課
長
）・
千
葉
祥
子
（
健
康
推

進
課
参
事
）・
春
日
洋
子
（
健
康
推
進

課
主
査
准
看
護
師
）・
堀
部
聡
（
建
設

部
長
）・
工
藤
正
則
（
教
育
次
長
）・
佐

藤
晶
彦
（
教
育
委
員
会
総
務
課
長
）・

大
川
洋
子
（
綴
子
小
学
校
校
務
員
）・

長
宣
男
（
鷹
巣
東
小
学
校
校
務
員
）・

高
堰
久
美
子
（
大
阿
仁
小
学
校
校
務

員
）・
西
根
タ
ミ
子
（
阿
仁
中
学
校
校

務
員
）・
佐
藤
照
章
（
森
吉
公
民
館
主

幹
）・
髙
田
節
子
（
森
吉
公
民
館
参
事
）・

野
呂
豊
彦
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）・

佐
藤
澄
夫
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹
）・

白
沢
満
雄
（
消
防
本
部
予
防
課
長
）・

畠
山
勇
夫
（
消
防
本
部
合
川
分
署
参

事
）・
北
林
花
子
（
総
務
部
付
）

◎
会
計
管
理
者
＝
宮

野
悦
朗
（
市
民
課
長
）

◎
部
長
＝
仲
谷
茂
好

（
生
活
課
長
）

◎
部
長
＝
鈴
木
祐
悦

（
高
齢
福
祉
課
長
）

◎
教
育
次
長
＝
津
谷

憲
司（
会
計
管
理
者
）

　

部
長
、課
長
、主
幹
、退
職
者
等
を

除
き
、昇
格
者
及
び
役
職
、異
動
前

の
所
属
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

（
）は
異
動
前
の
所
属
。☆
は
主
幹
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健
康 　
　
健
康
推
進
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

■
4
月
17
日（
水
）全
血 【
鷹
巣
地
区
】

■
4
月
24
日（
水
）全
血 

　
　
　
　
　【
合
川
地
区・鷹
巣
地
区
】

　全市一斉（阿仁地区を除く）
春のクリーンアップを実施しま
す。美しく住みよい街づくりの
ため、市民総参加による環境美
化運動にご協力をお願いします。
　なお、秋田県は今月を「あきた・
クリーン強調月間」としてクリー
ンアップを呼びかけています。
※実施日、時間は地区によって異な
る場合がありますので、事前に地区
の自治（町内）会長にご確認ください

４月21日（日）

春のクリーンアップ春のクリーンアップ

◆時間　早朝１時間程度◆時間　早朝１時間程度

　　生活課環境係　☎62̶1110
　　又は各総合窓口センター
問

【種目】　
　▽小学校５・６年（男女）1.5㎞
　▽中学校（男）5.0㎞（女）3.0㎞
　▽高校（男）10.0㎞（女）5.0㎞
　▽一般（男）[29歳以下]10.0㎞
　▽壮年（男）[30歳～39歳]10.0㎞
　▽壮年（男）[40歳以上]5.0㎞
　▽一般（女）3.0㎞
【参加費】小・中・高校生　500円
　　　　一般・壮年　1000円
【申込締切】　４月８日（月）

第51回河田杯マラソン
大館北秋田ロードレース大会

第51回河田杯マラソン
大館北秋田ロードレース大会

第51回河田杯マラソン
大館北秋田ロードレース大会

第51回河田杯マラソン
大館北秋田ロードレース大会

４月20日（土）（土）
［スタート・ゴール］　市役所前［スタート・ゴール］　市役所前

　　　鷹巣体育館　☎62̶3800申問

お
知
ら
せ

前売

料

北秋田市民プール　☎62-5001

※市民プールでは各種教室を開催してい
ます。詳しくはお問い合わせください

問

　　健康推進課健康推進係　☎62̶6666問

　

あ
き
た
安
全
安
心
住
ま
い
推
進
事
業

　
県
で
は
住
宅
を
建
設
又
は
リ
フ
ォ
ー
ム

等
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
次
の
事
業
に
よ

り
工
事
費
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
助
成
制
度
】

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業

②
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
普
及

支
援
事
業

③
家
庭
用
高
効
率
給
湯
器
等
買
換
支
援

事
業

④「
秋
田
ス
ギ
の
家
」
普
及
促
進
事
業

　
対
象
者
及
び
対
象
住
宅
、
そ
の
他
詳

細
に
つ
い
て
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

秋
田
県
建
築
住
宅
課
ま
た
は
各
地
域
振

興
局
建
築
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
秋
田
県
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
課

☎
63
‐
２
５
３
１

お
申
込
み
く
だ
さ
い

問
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　生活課環境係　☎62̶1110問

北秋田市
環境放射線量測定結果

　測定の結果、秋田県の通常レ
ベルを超える数値は観測されて
いません。

空間線量調査（３月14日測定）

※県の通常レベルは
　　　　　0.022 ～ 0.086

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合 川 庁 舎 前
　〃　森 吉 庁 舎 前
　〃　阿 仁 庁 舎 前
ｸﾘｰ ﾝ ﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ ｾ ﾝ ﾀ ｰ前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.05
0.04
0.06
0.05
0.05
0.02
0.05

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

　
第
11
回
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時　
８
月
31
日
（
土
）

競
技
種
目　
陸
上
競
技
／
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

／
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

日
時　
９
月
７
日
（
土
）

競
技
種
目
　
水
泳
／
一
般
卓
球
／
サ
ウ

ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
／
ボ
ウ
リ
ン
グ

／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
精
神
障
害
）

申
込
書
配
布　

４
月
22
日
か
ら
市
町
村

の
障
害
福
祉
担
当
課
で
要
綱
や
申
込
関

係
書
類
の
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
日
に
秋
田
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。

申
込
締
切　
５
月
31
日
（
金
）

　
　
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
62̶

６
６
３
７

　
平
成
25
年
度
障
害
者
雇
用
支
援

　
月
間
ポ
ス
タ
ー
原
画
の
募
集

　
障
害
者
雇
用
支
援
月
間
ポ
ス
タ
ー
の

原
画
と
な
る
絵
画
及
び
写
真
を
募
集
し

ま
す
。

【
絵
画
】　

仕
事
及
び
働
く
こ
と
を
テ
ー

マ
に
、障
害
の
あ
る
方
が
描
い
た
も
の

【
写
真
】　

障
害
の
あ
る
方
が
働
い
て
い

る
姿
を
モ
デ
ル
と
し
、プ
ロ
以
外
の
方

が
撮
影
し
た
も
の

【
募
集
期
間
】　
６
月
21
日（
金
）ま
で

　
　
　

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援

機
構　
☎
０
４
３‐
２
１
３‐
６
２
０
９

　　高齢福祉課 地域包括支援センター　☎69̶7061問

介護予防事業【基本チェックリスト】
65歳以上で対象の方に個別送付します

　市では、市民の皆さまがいつまでも健康で元気に生
活していただけるように、介護予防事業に取り組んで
おり、65歳以上の要介護認定者以外の方に、「基本
チェックリスト」を個別送付します。
　この「基本チェックリスト」は、回答することで自身
の身体の状態を把握できるほか、ご自身に合った介護
予防教室に参加することができますので、ご協力をお
願いします。
■対 象 者　要介護認定者を除く65歳以上の市民
　　　　　　　　　　　　（平成24年３月31日基準）
■送付時期　森吉地区＝４月下旬
　　　　　　阿仁地区＝５月上旬
　　　　　　合川地区＝６月上旬
　　　　　　鷹巣地区＝６月中旬

送付から返信、および全体の流れ送付から返信、および全体の流れ
市から
「基本チェック
リスト」を送付

27項目の質問に
「はい」「いいえ」
で回答

同封の封筒で
返信

市から
アドバイス票、
教室紹介、パン
フレットを送付

「健幸づくりシ
ニア」に該当し
た方で教室参加
希望の方には職
員が訪問します

介護予防教室参加

　市では、基本チェッ
クリストで生活機能低
下のあった方を「健幸
づくりシニア」と呼び、
健康づくり、幸せづく
りで元気な方を増やす
ことを目的に介護予防
教室にお誘いします。

けんこう
けんこう

申
問

問
お
知
ら
せ

問

木造住宅の耐震診断に補助します木造住宅の耐震診断に補助します

　市では、地震による木造住宅の倒壊等の災害を
未然に防止し、市民の安全を確保するため、木造
住宅の耐震診断に係る費用に対する補助金制度
を定めています。

【対象となる方】
　対象住宅を所有（共有を含む）する個人
【対象となる住宅】
　昭和56年５月31日以前に建築された木造戸建
住宅（併用住宅の場合は、店舗部分等の面積が２
分の１未満の住宅）
【補助金の額】
　耐震診断に要した費用の３分の２の金額
　（限度額３万円）
○詳しくは、お問い合わせください

　　都市計画課都市計画住宅係　 ☎72‐5246問

木造住宅耐震診断補助事業

申
問

美川憲二美川憲二

斉藤京子斉藤京子
沢田研史沢田研史

☎62‐3311
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お
知
ら
せ

問

平成25年 春の火災予防運動平成25年 春の火災予防運動

問　　消防本部　☎62̶1119

期間　４月７日（日）～４月13日（土）

統一標語統一標語「消すまでは 出ない行かない 離れない」「消すまでは 出ない行かない 離れない」

平成25年度 甲種防火管理新規講習会
日　程　７月３日（水）～４日（木）の２日間
会　場　プラザ杉の子（大館市有浦１丁目７̶55）
受講料　６，０００円
受付期間　５月23日（木）～６月７日（金）
受講案内等　（財）日本防火協会ホームページに掲載
問い合わせ　（財）日本防火協会　☎03̶3591̶7121
　　　　　　消防本部予防課　☎63̶1119

財団法人日本防火協会

:30～）

:00～）

　消防本部及び消防団では、火災予防運動週間中に
火災予防啓発活動の一環として次の行事を行います。
４月７日（日）
▽街頭啓発　イオンモールたかのす（10時～14時）
▽各地区消防団による巡回広報及びチラシ配布

４月14日（日）
▽各地区消防団による一斉放水訓練
　鷹巣地区～鷹巣中央公園堤（７:00～）
　森吉地区～米内沢橋下（９:00～）
　阿仁地区～湯口内地区（７:30～）
　合川地区～上杉農村運動広場（８:30～）

期間中
▽防火サイレンの吹鳴　▽消防車両による巡回広報
▽保園児ぬりえ展示（阿仁診療所）

月例行政相談

日時　毎月第１金曜日 13時～ 15時
会場　交流センター

　行政相談は、国等の行政機関の業務に関する苦
情や要望について行政相談委員が相談に応じ、問
題改善に努めます。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。

問　　総務課総務係　☎62̶1111

光ブロードバンド光ブロードバンド光ブロードバンド光ブロードバンド光ブロードバンド光ブロードバンド

　光ブロードバンド回線を電話機につなげると今の
電話番号のまま、ＩＰ電話を利用できます。
　一般加入電話は地域ごとに設置されている「交換
機」を通るたびに料金が上がっていくのに対し、ＩＰ
電話はインターネットを経由して相手先
まで接続されるので遠距離でも通話料金
が安く、たいへんお得です。

注）通話料金はお得ですが、初期費用等もあります
ので「インターネットを始める予定がない」「近距離
電話が多い」「電話をあまり使わない」という方につ
いては、導入する際に検討する必要があります

【お問い合わせ】　財政課電算システム係　☎72̶5234

シリーズ第２弾シリーズ第２弾シリーズ第２弾シリーズ第２弾

　皆さんのご自宅でも有効活用していただくため、光ブ
ロードバンド回線についてシリーズでご紹介しています

インターネットも電話もテレビも
～１つの光ブロードバンド回線で広がる楽しさ～

光ブロードバンド回線は「インターネットが早いだけ」ではありません。

　ご自宅のテレビに光ブロードバンド回線を接続
すると、映画やスポーツ番組など専門番組やレン
タルビデオ、カラオケなどの各種サービスを自分
の好きな時間に受けることができ、
テレビの楽しみ方が広がります。

ＩＰ電話 ひかりＴＶ

■おとりよせ・ネット通販
　インターネットで自宅にいながら好きな時間に買
い物ができます。各地方でしか手に入らない商品も
手軽に買うことができます。

インターネットでこんなことも・・・

南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13̶2 
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額9,000～16,100円 
トイレ：汲取　給湯：無　浴室：浴槽無 
南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13̶2★ 
簡易耐火２階建３ＤＫ　月額13,700～26,900円 
トイレ：汲取　給湯：無　浴室：浴槽無 
明田団地･･･福田字明田43★ 
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額11,600～14,500円 
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無 
御嶽団地･･･本城字上悪戸31̶1 
木造平屋２戸建２ＤＫ　月額19,200～37,800円 
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
東裏簡二団地･･･阿仁水無字畑町東裏49̶1 
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額10,500～20,700円 
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無 
三両団地･･･阿仁水無字寺後1̶5★ 
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額11,100～20,400円 
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有 
上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4̶6★ 
木造２階２戸建３ＬＤＫ　月額17,500～34,300円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有 
諏訪岱団地･･･米内沢字諏訪岱33̶1★
木造２階１戸建３ＬＤＫ　月額50,000～70,000円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス 
サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51̶1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ　月額41,500円
トイレ：水洗　給湯：無　浴槽：有　（共益費800円）

市営住宅
入居者募集

【現地案内の日時】　第１回４月２日（火）又は３日
（水）／第２回４月16日（火）又は17日（水）
※ご希望の方は希望日の前日までに電話等でお申込いた
だき、当日は住宅所在地の庁舎ホールにお越し願います

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

　　都市計画課都市計画住宅係　☎72̶5246問

※★印の住宅は単身入居できません
【入居資格】
・収入基準を満たすこと
・住宅に困窮していることが明らかなこと
・市税等を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）
【受付期間】　第１回　４月１日（月）～５日（金）
第２回　４月15日（月）～19日（金）　※土日除く
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川総
合窓口センター／阿仁総合窓口センター
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北秋田市民病院 ☎62-7001
▼４月の休診日
休診日＝10日（水）

（耳鼻咽喉科）

午後休診日＝１日（月）、15日（月）

▽眼科の診療日　毎週火・金曜日
　　　　　　　（受付時間は10：30まで）

▼４月の休診日
休診日＝３日（水）

（形成外科）

▼４月の休診日
休診日＝24日（水）、25日（木）、26日（金）

（泌尿器科）
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日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

曜
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

電話番号
63－2700
60－1055
78－3161
82－2351
63－0515
62－1155
63－0105
62－1400
72－4501
62－1101
62－2261
62－7001
62－1146
60－1055
78－3161
69－5300
62－1400
69－7311
62－1155
62－1101
62－2261
69－7311
72－4501
63－0105
82－2351
63－0515
63－2700
62－7001
62－7001
62－1146

医 療 機 関 名
たむら内科クリニック
う え だ ク リ ニ ッ ク
国民健康保険合川診療所
阿 仁 診 療 所
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
近 藤 医 院
佐々木産婦人科医院
石川耳鼻咽喉科医院
米 内 沢 診 療 所
盛 岡 外 科 医 院
津 谷 内 科
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
う え だ ク リ ニ ッ ク
国民健康保険合川診療所
毛利整形外科クリニック
石川耳鼻咽喉科医院
児玉内科クリニック
近 藤 医 院
盛 岡 外 科 医 院
津 谷 内 科
児玉内科クリニック
米 内 沢 診 療 所
佐々木産婦人科医院
阿 仁 診 療 所
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

（診療時間18：30 ～ 21：00）

お
知
ら
せ

人口と世帯数
※２月28日現在住民基本台帳による

総人口 35,946人（50人減）【161人（６人減）】
　男　 16,818人（12人減）【 23人（０人）】
　女　 19,128人（38人減）【138人（６人減）】
　出生 ６人【０人】　　転入 21人【０人】
　死亡 35人【０人】　　転出 42人【６人】
世帯数  14,438世帯（６世帯減）【154世帯】
※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比
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日
）

　なお、すでに納税いただいた平成24年度の軽自動車税の
納税証明書（継続検査用）の有効期限は平成25年５月30日
までとします。

軽自動車税の納期限が変わります軽自動車税の納期限が変わります

※　納付書の発送も５月になります

平成25年度分から軽自動車税の納期限が

４月末から５月末に変わります４月末から５月末に変わります

　一度、軽自動車税の減免を受けた方で、当初の申請内
容に変更がない方の減免申請手続きが簡略化されます。
　前年度に減免を受けた方には、軽自動車税減免申請内
容確認届を４月中に送付します。当初申請の内容に変更
がない場合は、必要事項を記入して提出してください。

▽軽自動車税減免申請書
▽身体障害者手帳などの写し
▽運転免許証の写し
▽自動車検査証の写し

軽自動車税減免
申請内容確認届

▽軽自動車税減免申請書
▽定款の写し
▽自動車検査証の写し

軽自動車税減免
申請内容確認届

※当初申請の内容から変更点がある場合や、初めて軽自
動車税の減免を受ける場合には、今までどおりの減免申
請手続きが必要です

変更後

変更後

○身体障害者の方

○公益車両

軽自動車税の減免申請手続きについて軽自動車税の減免申請手続きについて

　　　税務課市税係　☎62̶1116問

1018386769185898410184609185679692897594827268

89509085969282777685868579

100歳おめでとうございます！100歳おめでとうございます！

山田マツさん（長野岱）　
大正２年３月22日生まれ

ご自宅で祝品贈呈式が行われ
ました（３月22日）
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※市民以外の方は、おとな1,600円　こども850円
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期日前投票期日前投票

期間　４月１日（月）から４月６日（土）
時間　午前８時30分～午後８時

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

期間　４月１日（月）から４月６日（土）
時間　午前８時30分～午後７時

北秋田市役所本庁舎

合川庁舎、森吉庁舎、阿仁庁舎

※

一
部
投
票
所
で
は
午
後
６
時
ま
で

詳
し
く
は
広
報
３
月
号
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
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だ
さ
い

森吉山山開き森吉山山開き

◆お知らせ
　・こめつが山荘前駐車場は狭いため、車は旧森吉
スキー場へお願いします
　・雨天中止（小雨決行）　※当日現地で決定します
◎申込み先・お問い合わせ
　商工観光課観光振興係　☎72-5243　  72-3226
　Ｅメール　kankou@city.kitaakita.akita.jp

◆申込み
　４月19日（金）までに、
　「住所」、「氏名」、「年齢」、「電話番号」を下記の申
込み先までお知らせください

参加無料

５月３日（金）　憲法記念日

集合  ８時30分　こめつが山荘

※昼食、飲み物、雨具等は各自準備ください※昼食、飲み物、雨具等は各自準備ください

森吉山阿仁スキー場森吉山阿仁スキー場森吉山阿仁スキー場森吉山阿仁スキー場森吉山阿仁スキー場森吉山阿仁スキー場

○スキー・スノーボードのレンタルを利用できます
○阿仁スキー場シーズン券・前売券も使用可能
○積雪・天候の状況により営業時間・内容が変更に
なる場合があります。
【お問い合わせ】森吉山阿仁スキー場　☎82-3311

ゴールデンウィーク

春山営業
ゴールデンウィーク

春山営業

おとな　2,600円　シニア　1,800円
こども　1,000円
おとな　1,100円　こども　　600円
おとな　1,300円　こども　　700円

営業期間営業期間 ４月27日（土）～５月６日（月）４月27日（土）～５月６日（月）

１日券

片道券
往復券

１日券

片道券
往復券

ゴンドラリフト料金ゴンドラリフト料金

せ
ん
き
ょ

北
秋
田
市
長
選
挙

北
秋
田
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

滑走可能コース　サンシャインコース

◎お問い合わせ
　北秋田市選挙管理委員会
　☎62̶6614

（市民）

編
集
・
発
行
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